
二
年

ス
テ
ッ
プ
１

１

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

機
械
を
駆
使
す
る
。

（

）

②

の
ど
を
潤
す
。

（

）

③

献
身
的
な
介
護
。

（

）

④

面
影
が
似
て
い
る
。

（

）

⑤

権
利
を
奪
う
。

（

）

⑥

森
の
中
に
潜
む
。

（

）

⑦

出
発
を
控
え
る
。

（

）

⑧

体
を
酷
使
す
る
。

（

）

⑨

滞
り
な
く
終
わ
る
。

（

）

⑩

秘
密
を
漏
ら
す
。

（

）

２

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

瀬
戸
際
に
立
つ
。

（

）

②

感
情
を
抑
え
る
。

（

）

組
１

漢

字

の

読

み

番 号

氏 名



③

牛
の
乳
を
搾
る
。

（

）

④

旗
を
掲
げ
る
。

（

）

⑤

原
野
を
開
墾
す
る
。

（

）

⑥

信
用
が
失
墜
す
る
。

（

）

⑦

市
販
の
商
品
。

（

）

⑧

参
加
を
要
請
す
る
。

（

）

⑨

薬
を
一
錠
飲
む
。

（

）

⑩

証
言
を
拒
む
。

（

）

３

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

処
分
を
棚
上
げ
す
る
。

（

）

②

肩
の
荷
が
下
り
る
。

（

）

③

穏
や
か
な
天
気
。

（

）

④

肌
寒
い
季
節
。

（

）

⑤

水
源
の
枯
渇
。

（

）

⑥

敷
居
が
高
い
。

（

）

⑦

注
意
力
が
散
漫
だ
。

（

）

⑧

子
供
た
ち
を
褒
め
る
。

（

）

⑨

塗
料
を
塗
る
。

（

）

⑩

過
ち
を
悔
い
る
。

（

）



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

漢
字
の
読
み

号

名

組

番

氏

１

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

大
き
な
声
で
挨
拶
を
交
わ
す
。

（

）

②

大
自
然
に
畏
敬
の
念
を
抱
く
。

（

）

③

語
彙
を
豊
富
に
し
た
い
。

（

）

④

津
々
浦
々
に
響
き
渡
る
。

（

）

⑤

岡
山
県
に
向
か
う
。

（

）

⑥

目
印
は
赤
い
瓦
屋
根
の
家
で
す
。

（

）

⑦

転
倒
し
て
顎
の
骨
を
痛
め
た
。

（

）

⑧

大
き
な
鎌
で
稲
を
刈
り
取
る
。

（

）

⑨

僅
差
で
青
組
の
優
勝
と
な
っ
た
。

（

）

⑩

竹
を
加
工
し
て
串
を
作
る
。

（

）

⑪

西
欧
の
芸
術
へ
の
憧
憬
。

（

）

⑫

桁
数
を
そ
ろ
え
る
。

（

）

⑬

戯
曲
の
梗
概
を
話
す
。

（

）

⑭

彼
の
言
動
は
傲
慢
だ
。

（

）

⑮

痕
跡
は
残
っ
て
い
な
い
。

（

）

1



２

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

彼
に
嫉
妬
し
て
し
ま
う
。

（

）

②

羞
恥
心
の
な
い
人
だ
。

（

）

③

食
器
を
拭
く
。

（

）

④

祖
父
は
腎
臓
の
病
に
倒
れ
た
。

（

）

⑤

覚
醒
剤
の
密
輸
を
取
り
締
ま
る
。

（

）

⑥

リ
ン
パ
腺
が
腫
れ
て
き
て
い
る
。

（

）

は

⑦

彼
は
謙
遜
し
て
い
る
よ
う
だ
。

（

）

⑧

明
日
は
新
国
王
の
戴
冠
式
が
行
わ
れ
る
。

（

）

⑨

最
後
ま
で
諦
め
な
い
。

（

）

⑩

瞳
を
ゆ
っ
く
り
閉
じ
な
さ
い
。

（

）

⑪

昨
日
の
練
習
試
合
で
膝
を
打
撲
し
た
。

（

）

⑫

叔
父
の
訃
報
が
今
朝
入
っ
た
。

（

）

⑬

週
末
は
テ
ス
ト
勉
強
三
昧
の
二
日
間
だ
っ
た
。

（

）

⑭

良
性
の
腫
瘍
と
診
断
さ
れ
た
。

（

）

⑮

蔵
王
山
麓
の
牧
場
を
訪
れ
る
。

（

）



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

１

次
の
傍
線
部
分
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

①

波
が
く
だ
け
る
。

（

）

②

ひ
ふ
の
色
は
関
係
が
な
い
。

（

）

③

心
を
ゆ
さ
ぶ
る
音
楽
。

（

）

④

じ
ょ
う
ち
ょ
う
な
ス
ピ
ー
チ
。

（

）

⑤

荷
物
を
ひ
も
で
し
ば
る
。

（

）

⑥

体
が
お
と
ろ
え
る
。

（

）

⑦

筆
の
ほ
さ
き
に
注
意
を
払
う
。

（

）

⑧

さ
つ
ば
つ
と
し
た
風
景
。

（

）

⑨

か
さ
立
て
が
倒
れ
て
い
た
。

（

）

⑩

労
を
お
し
む
。

（

）

２

次
の
傍
線
部
分
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

①

努
力
を
お
こ
た
る
。

（

）

②

こ
ん
し
ん
会
に
出
席
す
る
。

（

）

組
２

漢

字

の

書

き

番 号

氏 名



③

お
ろ
か
し
い
行
為

（

）

④

公
園
が
き
ゅ
う
け
い
場
所
。

（

）

⑤

掃
除
を
て
っ
て
い
す
る
。

（

）

⑥

ひ
と
ふ
さ
の
ぶ
ど
う
。

（

）

⑦

衣
服
を
ひ
ょ
う
は
く
す
る
。

（

）

⑧

タ
オ
ル
を
し
ぼ
る
。

（

）

⑨

て
が
ら
を
立
て
る
。

（

）

⑩

会
議
を
ぼ
う
が
い
す
る
。

（

）

３

次
の
傍
線
部
分
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

①

し
ぼ
う
を
燃
焼
す
る
。

（

）

②

迷
子
を
さ
が
す
。

（

）

③

び
ん
か
ん
に
反
応
す
る
。

（

）

④

友
人
を
お
ど
か
す
。

（

）

⑤

ほ
こ
ろ
び
を
つ
く
ろ
う
。

（

）

⑥

気
が
ゆ
る
む
。

（

）

⑦

運
動
ぐ
つ
。

（

）

⑧

独
断
に
お
ち
い
る
。

（

）

⑨

と
く
め
い
で
投
書
す
る
。

（

）

⑩

ご
ら
く
を
楽
し
む
。

（

）



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

漢
字
の
書
き

号

名

組

番

氏

１

次
の
傍
線
部
分
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

①

先
生
に
そ
う
だ
ん
す
る
。

（

）

②

こ
う
し
き
を
使
っ
て
面
積
を
求
め
る
。

（

）

③

鏡
に
す
が
た
を
う
つ
す
。

（

）

④

物
質
が
変
化
し
て
い
く
か
て
い
を
調
べ
る
。

(

）

⑤

世
界
い
さ
ん
を
見
学
す
る
。

（

）

⑥

じ
し
ゃ
く
を
使
っ
て
方
位
を
調
べ
る
。

（

）

⑦

燃
料
を
お
ぎ
な
う
。

（

）

⑧

空
気
の
て
い
こ
う
が
あ
る
。

（

）

⑨

真
実
に
せ
ま
る
。

（

）

⑩

来
賓
の
し
ゅ
く
じ
を
聞
く
。

（

）

⑪

そ
の
場
所
の
い
度
と
経
度
を
調
べ
る
。

（

）

⑫

敵
を
な
ぐ
り
倒
し
た
。

（

）

⑬

大
金
を
か
せ
ぐ
。

（

）

⑭

心
の
へ
だ
た
り
。

（

）

⑮

勝
利
の
か
ん
声
が
球
場
に
響
く
。

（

）

2



２

次
の
傍
線
部
分
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

①

新
し
い
き
か
く
を
考
え
た
。

（

）

②

地
球
ぎ
を
購
入
す
る
。

（

）

③

空
気
中
の
ば
い
き
ん
。

（

）

④

建
物
が
か
た
む
く
。

（

）

⑤

子
ど
も
を
む
か
え
に
行
く
。

（

）

⑥

写
真
を
と
る
。

（

）

⑦

今
日
の
し
つ
ど
は
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
だ
。

（

）

⑧

一
人
き
り
で
さ
び
し
く
感
じ
る
。

（

）

⑨

ボ
ー
ル
を
強
く
け
る
。

（

）

⑩

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
出
か
け
よ
う
。

（

）

⑪

点
た
い
し
ょ
う
の
位
置
に
あ
る
図
形
。

（

）

⑫

お
寺
か
ら
か
ね
の
音
が
聞
こ
え
る
。

（

）

⑬

お
年
寄
り
に
席
を
ゆ
ず
り
ま
し
ょ
う
。

（

）

⑭

ス
ー
プ
が
か
ら
い
。

（

）

⑮

こ
の
道
路
は
ち
ゅ
う
し
ゃ
禁
止
だ
。

（

）



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

１

次
の
①
か
ら
⑱
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
で
は
、
（

）
の
中
の
言
葉
の
ど
れ
が
適
切

で
す
か
。
適
切
な
言
葉
を

で
囲
み
な
さ
い
。

①

友
達
の
意
見
を
聞
い
て
自
分
の
考
え
を
（

変
え
た

換
え
た

代
え
た

替
え
た

）
。

②

こ
れ
は
努
力
の
結
果
生
ま
れ
た
彼
の
（

得
心

良
心

感
心

会
心

）
の
作
で
す
。

③

練
習
が
き
つ
く
て
（

息
を
殺
し
て

音
を
上
げ
て

目
を
か
け
て

水
を
さ
し
て

）

し
ま
っ
た
。

④

私
は
、
日
本
人
な
ら
（

だ
れ
か
が

だ
れ
に
も

だ
れ
も
が

だ
れ
か
に
）
日
本
語

を
大
切
に
す
る
と
思
う
。

⑤

今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
で
す
。
（

お
よ
び

た
と
え
ば

さ
ら
に

し
か
し

）
、

今
日
の
運
動
会
は
決
行
し
ま
す
。

⑥

お
客
様
、
ど
う
ぞ
こ
の
洋
服
を
（

め
し
あ
が
っ
て

お
め
し
に
な
っ
て

う
か
が
っ
て

お
め
し
あ
が
っ
て

）
く
だ
さ
い
。

⑦

物
質
が
変
化
し
て
い
く
（

家
庭

仮
定

課
程

過
程

）
を
調
べ
る
。

⑧

何
回
も
話
し
合
い
、
よ
う
や
く
彼
を
（

説
明

説
得

解
説

演
説

）
し
た
。

⑨

ふ
と
気
が
付
く
と
、
（

無
関
心

無
理
解

無
意
識

無
関
係

）
の
う
ち
に
校
歌

を
口
ず
さ
ん
で
い
た
。

⑩

文
化
祭
の
日
を
首
を
（

長
く
し
て

ひ
ね
っ
て

回
し
て

か
し
げ
て

）
待
っ
て

い
る
。

⑪

あ
た
り
は
、
（

す
こ
し

ま
さ
か

と
て
も

ま
る
で

）
真
夜
中
の
よ
う
に
静
か

で
あ
る
。

組
３

言

葉

の

学

習

番 号

氏 名



⑫

お
客
様
、
私
が
荷
物
を
（

お
持
ち
し
ま
す

お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す

お
持
ち
く
だ
さ
い

お
持
ち
に
な
り
ま
す

）
。

⑬

中
学
生
を
（

対
照

対
象

対
称

対
策
）
に
調
査
す
る
。

⑭

旅
行
の
準
備
を
（

密
着
に

密
接
に

綿
密
に

親
密
に

）
す
る
。

⑮

手
術
が
無
事
に
す
ん
だ
と
聞
い
て
、
ほ
っ
と
胸
を
（

な
で
お
ろ
し
た

は
っ
た

そ
ら
し
た

つ
か
れ
た

）
。

⑯

雨
の
心
配
さ
れ
た
遠
足
だ
っ
た
が
、
（

お
そ
ら
く

あ
い
に
く

さ
い
わ
い

た
ち
ま
ち

）

好
天
に
恵
ま
れ
た
。

⑰

そ
の
山
は
、
簡
単
に
登
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
（

し
か
し

ま
た

つ
ま
り

そ
こ
で

）
、
頂
上
近
く
は
き
つ
い
上
り
坂
で
、
み
ん
な
無
言
で
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
。

⑱

担
任
の
先
生
が
私
の
家
に
（

来
れ
ま
す

参
上
し
ま
す

参
り
ま
す

い
ら
し
ゃ
い
ま
す
）
。

２

次
の
①
～
③
の
（

）
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
を

の
中

か
ら
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
「

」
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。

①

大
川
さ
ん
は
ま
じ
め
な
の
で
、
（

）
来
る
（

）
だ
。

「

」

②

わ
た
し
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
（

）
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
（

）
。
「

」

③

小
林
さ
ん
が
休
ん
だ
の
は
、
（

）
か
ぜ
の
せ
い
（

）
。

「

」

ア

ま
さ
か
～
ま
い

イ

け
っ
し
て
～
な
い

ウ

も
し
～
な
ら

エ

た
と
え
～
で
も

オ

た
ぶ
ん
～
だ
ろ
う

カ

ぜ
ひ
～
た
い

キ

き
っ
と
～
は
ず

ク

ま
る
で
～
よ
う



二
年

ス
テ
ッ
プ
２言

葉
の
学
習

号

名

組

番

氏

１

森
さ
ん
は
、
「
似
た
意
味
の
言
葉
調
べ
」
の
学
習
で
、
移
動
の
意
味
を
表
す
「
走
行
す
る
」
と
「
走
る
」

と
い
う
言
葉
を
比
べ
、
メ
モ
に
取
り
ま
し
た
。

の
中
に
入
る
も
の
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
あ
と
の
１
～
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
メ
モ
の
一
部
】

「
走
行
す
る
」
と
「
走
る
」
を
比
べ
て

●
分
か
っ
た
こ
と

◆
自
動
車
が
主
語
の
と
き
、
「
走
行
す
る
」
も
「
走
る
」
も
使
う
。

（
例
）
「
自
動
車
が
、
走
行
す
る
。
」
（
○
）

（
例
）
「
自
動
車
が
、
走
る
。
」
（
○
）

◆
人
間
が
主
語
の
と
き
、「
走
行
す
る
」
は
使
わ
な
い
が
、「
走
る
」
は
使
う
。

（
例
）
「
山
下
さ
ん
が
、
運
動
会
の
リ
レ
ー
で
走
行
す
る
。
」
（
×
）

（
例
）
「
山
下
さ
ん
が
、
運
動
会
の
リ
レ
ー
で
走
る
。
」
（
○
）

●
ま
と
め

■
「
走
行
す
る
」
は
、
「
走
る
」
と
比
べ
る
と

と
考
え
た
。

■

「
走
行
す
る
」
は
、
「
走
る
」
と
比
べ
る
と
、

１

使
い
方
の
範
囲
が
完
全
に
同
じ
で
、
い
つ
も
置
き
か
え
て
使
え
る

２

使
い
方
の
範
囲
が
広
く
、
人
間
が
走
る
場
合
に
も
使
え
る

３

使
い
方
の
範
囲
が
重
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
使
う

４

使
い
方
の
範
囲
が
せ
ま
く
、
人
間
が
走
る
場
合
に
は
使
え
な
い

と
考
え
た
。

答解

３



２

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
文
中
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
楷
書
で
て
い
ね
い
に
書
き
な

さ
い
。

①

世
界
イ
サ
ン
を
見
学
す
る
。

（

）

②

ジ
シ
ャ
ク
を
使
っ
て
方
位
を
調
べ
る
。

（

）

③

燃
料
を
オ
ギ
ナ
う
。

（

）

３

次
の
①
の
文
を
、
意
味
は
変
え
ず
に
「
私
」
を
主
語
に
し
た
文
に

書
き
換
え
る
と
、
「
祖
母
が
」
、
「
頼
ん
だ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

に
な
り
ま
す
か
。
②
の
文
の
Ａ
と
Ｂ
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な

さ
い
。

①

祖
母
が
私
に
庭
の
草
取
り
を
頼
ん
だ
。

②

私
は
祖
母

Ａ

庭
の
草
取
り
を

Ｂ

。

（

）

（

）

４

次
の
ア
・
イ
の
文
で
は
、
（

）
の
中
の
１
か
ら
４
ま
で
の
う
ち
、
ど
れ
が
最
も
適
切
で
す
か
。

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
に
○
を
付
け
な
さ
い
。

ア

会
議
で
決
を
（

１

執
る

２

撮
る

３

捕
る

４

採
る

）
。

イ

参
観
日
に
は
父
が
学
校
へ
来
る
と

（

１

申
し
て

２

お
っ
し
ゃ
っ
て

３

話
さ
れ
て

４

申
さ
れ
て

）

お
り
ま
し
た
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

４

文
法
１

用
言
の
活
用
・
名
詞

号

名

組

番

氏

１

次
の
動
詞
の
活
用
表
の
空
欄
の
（

）
に
言
葉
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。

活
用
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

仮
定
形

命
令
形

類

基
本
形

主
な

ナ
イ

マ
ス

。

ト
キ

バ

。

種

続
き
方

レ
ル
ラ
レ
ル

タ
イ

言
い
切
る

コ
ト

ノ

命
令
で

語
幹

ウ

ヨ
ウ

タ

ト

カ
ラ

人

物

言
い
切
る

書
く

か

か

き

く

く

け

け

こ

い

段

話
す

は
な

（

）
(

)

す

(
)

(
)

(
)

五

そ

読
む

よ

ま

（

）
（

）
（

）
（

）

（

）

（

）
（

）

段

起
き
る

お

き

（

）

き
る

（

）
（

）

き
ろ

一

（

）

上

見
る

（
み
）

（

）
（

）
（

）
（

）
（

）
（

）

（

）

段

教
え
る

お
し

（

）
（

）

え
る

（

）
（

）
（

）

一

え
よ

下

出
る

（
で
）

（

）
（

）
（

）
（

）
（

）
（

）

（

）

変

来
る

（
く
る
）

（

）

き

く
る

（

）
（

）

（

）

カ変

す
る

（
す
る
）

（

）

（

）

サ

[

勉
強]

す
る

[

勉
強]

せ

（

）
（

）
（

）
（

）
（

）

さ

ポ
イ
ン
ト

①
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方
は
、
「
ナ
イ
」
を
つ
け
て
続
く
言
葉
が
、
「
ア
段
」
な
ら
「
五
段
活
用
」
、
同
じ
く
続
く
言
葉
が

「
イ
段
」
な
ら
「
上
一
段
活
用
」
、「
エ
段
」
な
ら
「
下
一
段
活
用
」
で
す
。「
書
か
ナ
イ
」
は
「
か
」
だ
か
ら
「
五
段
活
用
」
。

②
「
カ
変
」
、「
サ
変
」
は
、「
来
る
」
、「
す
る
」
だ
け
で
す
。「
す
る
」
は
い
ろ
い
ろ
な
名
詞
に
続
き
ま
す
。
例

後
悔
す
る
。

③
「
活
用
形
」
に
続
く
言
葉
は
、「
ナ
イ
／
マ
ス
／
。
／
ト
キ
／
バ
／
。」
と
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

④
「
終
止
形
」
と
「
連
用
形
」
は
、
実
は
同
じ
言
葉
に
な
り
ま
す
。（
「
形
容
詞
」
も
。「
形
容
動
詞
」
は
違
う
）

⑤
「
連
用
形
」
は
「
音
便
」
が
お
こ
り
ま
す
。
例
「
読
ん
だ
」「
書
い
た
」「
言
っ
た
」

２

次
の
形
容
詞
の
活
用
表
の
空
欄
の
（

）
に
言
葉
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。

活
用
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

仮
定
形

命
令
形

類

基
本
形

主
な

タ

言
い
切
る

ト
キ

バ

種

続
き
方

ウ

ナ
イ

ナ
ル

ト

コ
ト

語
幹

ゴ
ザ
イ
マ
ス

カ
ラ

ノ
人
物

寒

い

さ
む

（

）

か
ろ

く

い

（

）
（

）

○

美
し

い

う
つ
く
し

う

(

な
し)



３

次
の
形
容
動
詞
の
活
用
表
の
空
欄
の
（

）
に
言
葉
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。

活
用
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

仮
定
形

命
令
形

類

基
本
形

主
な

ウ

タ
ナ
イ

言
い
切
る

ト
キ

バ

種

続
き
方

ゴ
ザ
イ
マ
ス

ト

コ
ト

語
幹

ナ
ル

カ
ラ

ノ
人
物

（

）

き
れ
い
だ

（

）

で

だ

（

）

な
ら

○

き
れ
い

（

）

(

な
し)

き
れ
い
で
す

（

）

で
し

（

）
（

）

○

○

ポ
イ
ン
ト

「
形
容
詞
」
と
「
形
容
動
詞
」
は
、
活
用
語
尾
変
化
そ
の
も
の
を
覚
え
て
お
く
と
便
利
で
す
。

「
形
容
詞
」
は
「
か
ろ
／
か
っ
・
く
・
う
／
い
・
い
・
け
れ
・
○
」
と
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。「
形
容
動
詞
」
は

「
だ
ろ
／
だ
っ
・
で
・
に
／
だ
／
な
／
な
ら
／
○
」
、「
で
し
ょ
／
で
し
／
で
す
／
で
す
」
と
暗
記
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
文
中
に
活
用
し
て
隠
れ
て
い
る
「
形
容
詞
」
や
「
形
容
動
詞
」
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

４

次
の
名
詞
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
文
の

に
当
て
は
ま
る
語
句
を
後
の

語
群
か
ら
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

で
、
活
用
せ
ず
、
「
が
」
「
は
」
「
も
」
「
こ
そ
」
「
の
」
な
ど
が
続
い
て
、

に
な
る
こ
と
の
で
き
る

を

と
い
い
ま
す
。

こ
の

体
言

は
、
品
詞
名
で
い
う
と

と
い
い
ま
す
。

（
語
群
）

単
語

名
詞

主
語

体
言

用
言

自
立
語

５

次
の
表
の
中
の

①
～
④
に
当
て
は
ま
る
語
句
を
、
後
の
語
群
Ａ
か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
そ
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
名
詞
を
語
群
Ｂ
か
ら
選
び
、
書
き

入
れ
な
さ
い
。

名
詞
の
種
類

説
明

語
例

代
名
詞

①

（

）

（

）
あ
な
た

そ
こ
（

）

固
有
名
詞

②

（

）

京
都
（

）（

）

数
詞

③

（

）

百
年

（

）

一
億
人

形
式
名
詞

④

（

）

努
力
す
る
こ
と

（

）

普
通
名
詞

一
般
の
名
詞
。
大
部
分
を
し
め
る
。

犬

猫

（

）（

）

（
語
群
Ａ
）

（
語
群
Ｂ
）

ア

も
の
の
数
や
順
序
を
表
す
。中
に
数
字
を
含
む
。

イ

必
ず
修
飾
語
と
結
び
付
い
て
用
い
ら
れ
る
。

わ
た
し

仙
台

イ
ン
ド
洋

ウ

特
定
の
人
や
物
に
対
し
て
付
け
ら
れ
た
名
前
。

失
敗
す
る
わ
け
が
な
い

出
会
い

エ

人
や
物
事
を
指
し
示
す
の
に
用
い
ら
れ
る
。

別
れ

二
度

だ
れ



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

４

文
法
１

用
言
の
活
用
・
名
詞

号

名

組

番

氏

１

次
の
各
文
中
の

線
部
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

①

で
は
君
は
、
彼
は
来
な
い
と
言
い
た
い
の
だ
ね
。

〔

〕

②

明
日
こ
そ
、
六
時
に
起
き
る
つ
も
り
だ
。

〔

〕

③

ち
ゃ
ん
と
教
え
な
い
と
、
道
に
迷
う
か
も
し
れ
な
い
。

〔

〕

④

つ
い
に
真
実
を
知
っ
た
。

〔

〕

⑤

心
を
入
れ
替
え
て
勉
強
し
ま
す
か
。

〔

〕

ア

五
段
活
用

イ

上
一
段
活
用

ウ

下
一
段
活
用

エ

カ
行
変
格
活
用

オ

サ
行
変
格
活
用

２

次
の
各
文
中
の

線
部
の
語
が
形
容
詞
な
ら
Ａ
、
形
容
動
詞
な
ら
Ｂ
で
答
え

な
さ
い
。

①

シ
ク
ラ
メ
ン
が
美
し
く
咲
い
て
い
る
。

〔

〕

②

シ
ク
ラ
メ
ン
が
清
ら
か
に
咲
い
て
い
る
。

〔

〕

③

今
日
は
小
春
日
和
で
、
た
い
へ
ん
暖
か
な
日
だ
。

〔

〕

④

昨
日
も
一
日
、
日
差
し
が
暖
か
か
っ
た
。

〔

〕

３

次
の
名
詞
の
種
類
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
④
は
傍
線
部
）

ぼ

う

せ

ん

ぶ

①

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

〔

〕

②

三
人

〔

〕

③

東
松
島
市

〔

〕

④

さ
い
わ
い
な
こ
と
に
…

〔

〕

ア

普
通
名
詞

イ

固
有
名
詞

ウ

数
詞

エ

形
式
名
詞

ポ
イ
ン
ト

「
形
式
名
詞
」
は
本
来
の
意
味
が
薄
れ
て
、
必
ず
修
飾
語
と
結
び
付
い
て
用
い
ら
れ
る
。

仮
名
書
き
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

・
こ
れ
か
ら
行
く
と
こ
ろ
だ
。（
形
式
名
詞
）

・
こ
れ
か
ら
行
く
所
は
、
石
巻
市
だ
（
普
通
名
詞
）



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

５

文
法
２

副
詞
・
連
体
詞
・
助
詞
の
用
法

号

名

組

番

氏

１

次
の
各
文
の

線
部
の
中
で
、
副
詞
は
ど
ち
ら
か
。
（

）
に
○
印
を
書

き
な
さ
い
。
ま
た
、
副
詞
で
な
い
ほ
う
は
、
品
詞
名
を
書
き
な
さ
い
。

①

先
生
が
、
す
ぐ
に
集
ま
る
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

（

）

{

先
生
が
、
静
か
に
す
る
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

（

）

②

次
回
は
、
大
輔
が
一
人
で
お
使
い
に
行
く
そ
う
だ
。

（

）

{

う
ん
、
次
は
そ
う
す
る
よ
と
大
輔
は
言
っ
た
。

（

）

２

次
の
各
文
の

線
部
の
中
で
、
連
体
詞
は
ど
ち
ら
か
。
（

）
に
○
印

を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
連
体
詞
で
な
い
ほ
う
は
、
品
詞
名
を
書
き
な
さ
い
。

①

仙
台
市
の
北
側
に
は
、
泉
ヶ
岳
と
い
う
山
が
あ
る
。

（

）

{

あ
る
日
、
友
人
と
泉
ヶ
岳
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
。

（

）

②

「
地
図
を
見
て
く
だ
さ
い
、
こ
れ
が
泉
ヶ
岳
で
す
。
」

（

）

{

「
こ
の
山
が
そ
う
で
す
か
。
市
内
か
ら
近
い
で
す
ね
。
」

（

）

３

次
の
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
助
詞
の
は
た
ら
き
を
、
ア
～
エ
の
中
か
ら
選
ん
で
記
号
で
書
き
な

さ

い
。

助
詞
の
種
類

語

例

は
た
ら
き

が
・
の
・
を
・
に
・
と
・
へ
・
か
ら
・
よ
り
・
で
・

格
助
詞

や

か

く

じ

ょ

し

て
（
で
）
・
と
・
ば
・
も
の
な
ら
・
か
ら
・
の
で
・

が
・
け
れ
ど
（
け
れ
ど
も
）・
の
に
・
て
も
（
で
も
）

接
続
助
詞

・
も
の
の
・
し
・
た
り
（
だ
り
）
・
な
が
ら
・
つ
つ

せ

つ

ぞ

く

じ

ょ

し

・

な
り

等

は
・
も
・
こ
そ
・
さ
え
・
す
ら
・
で
も
・
だ
っ
て
・

ま
で
・
だ
け
・
ば
か
り
・
の
み
・
し
か
・
き
り
・

副
助
詞

ほ
ど
・
く
ら
い
（
ぐ
ら
い
）
・
な
ど
・
と
か
・
や
ら

ふ

く

じ

ょ

し

・
な
り
・
ず
つ
・
か

等

か
・
か
い
・
か
し
ら
・
の
・
な
（
な
あ
）・
こ
と
・

終
助
詞

ね
（
ね
え
）
・
よ
・
さ
・
ぜ
・
ぞ
・
や
・
わ
・
と
も

し
ゅ
う
じ
ょ
し

・

な
・
も
の
か

等

ア

主
と
し
て
名
詞
の
後
に
つ
い
て
、
後
に
続
く
言
葉
と
の
関
係
を
示
す
。

イ

活
用
す
る
語
（
用
言
・
助
動
詞
）
の
後
に
つ
い
て
、
前
後
を
い
ろ
い
ろ
な
関
係

で
接
続
す
る
。

ウ

い
ろ
い
ろ
な
語
に
つ
い
て
、
そ
の
後
に
様
々
な
意
味
を
添
え
る
。

そ

エ

主
と
し
て
文
の
終
わ
り
に
つ
い
て
、
話
し
手
・
書
き
手
の
気
持
ち
を
表
す
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

５

文
法
２

副
詞
・
連
体
詞
・
助
詞
の
用
法

号

名

組

番

氏

１

主
と
し
て
用
言
を
修
飾
す
る
副
詞
に
つ
い
て
、
次
の
各
問
題
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）

動
作
の
様
子
を
表
す
副
詞
を
、
状
態
の
副
詞
と
い
い
ま
す
。

線
部
の

副
詞
は
述
語
に
ど
ん
な
意
味
を
与
え
て
い
ま
す
か
。
後
か
ら
選
ん
で
記
号
で
答
え

な
さ
い

①

祖
父
は
ご
飯
を
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
。

［

］

②

海
が
き
ら
き
ら
と
光
っ
て
い
る
。

［

］

③

い
つ
も
こ
の
道
で
あ
の
人
に
会
う
。

［

］

④

危
な
い
、
す
ぐ
に
避
難
し
な
さ
い
。

［

］

⑤

雨
が
ザ
ー
ザ
ー
降
っ
て
い
る
。

［

］

ア

頻
度
を
表
す

イ

擬
音
語

ウ

擬
態
語

ひ

ん

ど

ぎ

お

ん

ご

ぎ

た

い

ご

エ

時
間
関
係
を
表
す

オ

様
子
を
表
す

（
２
）

状
態
が
ど
の
く
ら
い
か
を
表
す
副
詞
を
、
程
度
の
副
詞
と
い
い
ま
す
。

線

部
の
副
詞
が
修
飾
し
て
い
る
品
詞
の
名
前
を
書
き
な
さ
い
。

①

こ
の
猫
は
、
や
っ
ぱ
り
か
わ
い
い
。

［

］

②

大
き
な
月
が
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
。

［

］

③

海
は
た
い
へ
ん
静
か
だ
。

［

］

④

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
と
歩
こ
う
。

［

］

（
３
）
陳
述
の
副
詞
は
、
後
に
続
く
言
葉
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
、

線
部
の
陳

ち
ん
じ
ゅ
つ

述
の
副
詞
に
呼
応
す
る
よ
う
に
（

）
の
中
に
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。

こ

お

う

①

そ
の
よ
う
な
話
は
全
く
聞
い
た
こ
と
が
（

）
。

②

そ
れ
は
ま
る
で
夢
の
（

）
時
間
だ
っ
た
。

③

ま
さ
か
中
止
に
は
な
る
（

）
。

④

そ
ん
な
こ
と
は
と
て
も
信
じ
ら
れ
（

）
。



２

連
体
詞
は
活
用
し
な
い
自
立
語
で
、
体
言
だ
け
を
修
飾
し
、
連
体
修
飾
語
の
働
き
を

し
ま
す
。
次
の
４
つ
の
「

」
の
中
か
ら
、
連
体
詞
を
見
つ
け
［

］
に
○
を
書
き

な
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト

「
大
き
な
」
月
が
出
る
。

［

］

活
用
す
る
形
容
詞
の
連
体
形
や
、

「
大
き
い
」
月
が
出
る
。

［

］

形
容
動
詞
の
連
体
形
も
連
体
修
飾
語

「
き
れ
い
な
」
月
が
出
る
。

［

］

の
働
き
を
す
る
の
で
、
間
違
え
な
い

「
い
ろ
ん
な
」
月
が
出
る

［

］

よ
う
に
す
る
こ
と
。

３

次
の
各
文
中
の

線
部
の
助
詞
の
種
類
を
後
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

①

映
画
を
見
た
り
、
買
い
物
を
し
た
り
す
る
。

［

］

②

こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
す
ご
く
お
い
し
い
な
あ
。

［

］

③

す
ば
ら
し
い
、
こ
れ
こ
そ
最
高
の
芸
術
品
だ
。

［

］

④

資
料
を
探
し
に
図
書
館
へ
行
く
つ
も
り
だ
。

［

］

ア

格
助
詞

イ

接
続
助
詞

ウ

副
助
詞

エ

終
助
詞

４

次
の
例
文
中
の

線
を
つ
け
た
「
な
が
ら
」
と
同
じ
使
い
方
の
も
の
を
，

後
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
ん
で
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

思
考
力
や
想
像
力
と
は
、
言
葉
を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
論
理
的
に
思
考
す
る
力
や
豊

か
に
想
像
す
る
力
で
あ
る
。

（
「
新
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
」

国
語
編
よ
り
）

ア

あ
な
た
た
ち
は
、
見
て
い
な
が
ら
何
も
し
な
か
っ
た
。

イ

人
は
誰
で
も
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
生
き
る
権
利
を
持
つ
。

ウ

そ
の
無
責
任
さ
は
、
い
つ
も
な
が
ら
の
こ
と
だ

エ

歩
き
な
が
ら
、
今
後
の
こ
と
を
語
り
合
お
う
。

［

］

５

次
の
文
の
傍
線
部
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
「
さ
え
」
を
使
っ
て
主
語
・
述
語
の
あ
る

短
文
を
作
り
な
さ
い
。
た
だ
し
、
［
雨
］
と
［
降
る
］
の
二
語
は
用
い
な
い
こ
と
。

せ
っ
か
く
準
備
し
て
い
た
の
に
、
雨
さ
え
降
ら
な
け
れ
ば
、
家
族
み
ん
な
で
海
水
浴
に

行
け
た
の
に
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

６

説
明
的
文
章
１

要
点
を
と
ら
え
る

号

名

組

番

氏

１

次
の
文
章
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
も
の
す
ご
い
速
さ
で
普
及
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
た
っ
た
の
四
年
間
で
世
界
に
お
け
る
利
用
者

数
が
五
千
万
人
に
も
上
る
ほ
ど
で
す
。
利
用
者
数
が
五
千
万
人
に
達
す
る
の
に
ラ

ジ
オ
は
三
十
八
年
、
テ
レ
ビ
で
十
三
年
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
の
速
さ
は
ま
さ
に
驚
異
的
で
す
。

そ
ん
な
多
く
の
人
々
を
強
く
引
き
つ
け
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
三
つ
の
大

き
な
特
長
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
簡
単
に
、
し
か
も
一
瞬
で
情
報
を
得
た
り
送
っ
た
り
で
き
る
と
い
う

（

ａ

）
。

も

う

一

つ

は

今

ま

で

の

メ

デ

ィ

ア

と

は

違

い

、

個

人

が

世

界

に

向

け
て
情
報
を
発
信
で
き
、
ま
た
個
人
が
世
界
か
ら
簡
単
に
情
報
を
入
手
で
き
る
と

い

う

（

ｂ

）
。

そ

し

て

最

大

の

特

長

は

、
情

報

発

信

源

ま

た

は

情

報

受

信

者

を

個

人

と

し

て

特

定

で

き

な

い

と

い

う

、
（

ｃ

）

で

す

。

現
在

、

こ

の

匿

名

性
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
大
き
な
魅
力
と
な
る
と
同
時
に
、
個
人
の
個
性
に
関
す

る
大
き
な
問
題
を
生
ん
で
い
る
の
で
す
。

仙
台
市
中
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
編
「
こ
だ
ま
」

号
所
収
の
生
徒
作
品
か
ら
一
部
抜
粋
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①

本
文
中
の
（

）
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
次
の
中
か
ら
選
ん
で
答

え
な
さ
い
。

匿
名
性

即
効
性

双
方
向
性

ａ

ｂ

ｃ

②

こ
の
文
章
で
筆
者
が
言
い
た
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
一
文
を
探
し
、
は
じ
め
と

終
わ
り
の
五
字
ず
つ
を
書
き
な
さ
い
。
（
句
読
点
を
含
む
）

～



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

６

説
明
的
文
章
１

要
点
を
と
ら
え
る

号

名

組

番

氏

１

次
の
文
章
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

今
、
科
学
が
ぐ
ん
ぐ
ん
進
歩
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
人
間
を
助
け
る
た
め

の
ロ
ボ
ッ
ト
が
数
多
く
研
究
・
開
発
さ
れ
て
い
る
。

（

ａ

）
、

茨

城

県

の

筑

波

大

学

が

開

発

し

た

パ

ワ

ー

ア

シ

ス

ト

ロ

ボ

ッ

ト

Ｈ
Ａ
Ｌ
で
あ
る
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
は
、
人
が
直
接
背
負
う
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
で
、
装
着
す

る
こ
と
で
普
段
の
何
倍
も
の
力
が
出
せ
る
。
そ
の
た
め
、
重
い
荷
物
を
運
ん
だ
り
、

人
を
抱
え
た
り
す
る
こ
と
の
助
け
と
な
り
、
介
護
を
す
る
際
な
ど
に
と
て
も
役
立

つ
。そ

の
ほ
か
に
も
人
を
助
け
る
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
い
く
つ
も
開
発
さ
れ
て
い

る
。
適
応
義
手
（
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
）
は
、
手
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
人
の
た
め

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
筋
肉
が
収
縮
す
る
と
き
に
発
生
す
る
「
筋
電
」
を
セ
ン
サ

ー
で
読
み
取
り
、
圧
力
セ
ン
サ
ー
が
物
を
触
っ
た
感
触
を
皮
膚
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
、
本
当
に
触
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
と
い
う
。
現
在
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
付
け
た
ま
ま
動
く
こ
と
は
で
き
な
い
そ

う
だ
が
、
義
手
に
取
り
付
け
ら
れ
る
組
み
込
み
式
の
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発

が
進
ん
で
い
る
そ
う
だ
。
早
稲
田
大
学
で
は
、
二
足
歩
行
型
の
車
い
す
が
開
発
さ

れ
て
お
り
、
足
の
裏
の
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
転
ぶ
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
実
際
に
使

わ
れ
る
の
も
近
い
将
来
と
い
わ
れ
て
い
る
。

医
療
の
世
界
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
は
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
立
命
館
大
学
で
は
、

マ
イ
ク
ロ
体
内
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は
縦
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
超
小
型
で
、
現
在
は
マ
イ
ク
ロ

カ
メ
ラ
と
照
明
が
付
い
て
い
る
だ
け
だ
が
、
最
終
的
に
は
患
部
を
見
付
け
る
セ
ン

サ
ー
や
薬
を
入
れ
る
タ
ン
ク
も
付
く
と
い
う
。
移
動
方
法
は
、
先
ず
メ
ス
で
患
者

の
体
に
小
さ
な
穴
を
開
け
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
中
に
入
れ
た
後
、
患
者
の
周
り
に
コ
イ

ル
を
設
置
し
、
電
流
を
流
す
こ
と
で
磁
場
を
発
生
さ
せ
、
磁
石
の
引
っ
張
る
力
で

ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
と
い
う
も
の
だ
。
そ
う
す
る
こ
と
で
本
体
に
モ
ー
タ
ー
や
特

殊
な
動
力
を
積
む
必
要
が
な
く
な
り
、
小
型
化
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
。
動
物

実
験
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
て
、
二
〇
一
〇
年
に
は
無
線
タ
イ
プ
の
も
の
も
完
成

す
る
そ
う
だ
。

ま
た
、
戦
争
や
災
害
現
場
な
ど
に
も
ロ
ボ
ッ
ト
は
使
用
さ
れ
て
い
て
、
実
際
に

戦
地
で
地
雷
や
爆
弾
を
処
理
し
た
り
、
災
害
時
に
危
険
な
場
所
を
探
索
し
、
状
況



を
知
ら
せ
た
り
人
を
探
し
た
り
で
き
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
今
や
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

仙
台
市
中
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
編
「
こ
だ
ま
」

号
所
収
の
生
徒
作
品
か
ら
一
部
抜
粋
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①

本
文
中
の
（

ａ

）
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。

②

本
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
各
種
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
研
究
・
開
発
さ
れ
て
い
る
の
は

何
の
た
め
で
す
か
。
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

③

こ
の
文
章
で
筆
者
が
訴
え
た
い
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か

。
「
人
間
」
と
い

う
言
葉
を
必
ず
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

７

随
筆

自
分
の
考
え
を
も
つ

号

名

組

番

氏

次
の
文
章
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

私
は
中
学
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
、
遠
洋
の
マ
グ
ロ
船
に
乗
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
見
習
い
で
す
。
遠
洋

漁
業
で
す
か
ら
一
航
海
が
一
年
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
に
帰
れ
る
の
は
盆
か
正
月
ぐ
ら
い
で
し

た
。
何
も
な
い
田
舎
で
し
た
が
、
正
月
に
行
わ
れ
る
「
獅
子
風
流
地
区
回
り
」
が
幼
い
頃
か
ら
楽
し
み
で

し

し

ふ

り

ち

く

ま

わ

こ
ろ

し
た
。
こ
れ
は
、
大
人
た
ち
が
太
鼓
や
笛
を
鳴
ら
し
、
獅
子
舞
い
を
し
な
が
ら
浜
の
家
を
一
軒
一
軒
回
る

伝
統
行
事
で
す
。
こ
の
時
ば
か
り
は
、
子
ど
も
た
ち
も
夜
通
し
起
き
て
い
て
よ
く
、
近
所
の
家
に
上
が
っ

て
は
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
を
も
ら
う
。
こ
れ
が
な
い
と
お
正
月
が
来
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
も
の
で
す
。

二
十
歳
ぐ
ら
い
の
時
の
こ
と
で
す
。
正
月
に
帰
省
し
た
の
で
す
が
、
今
年
か
ら
地
区
回
り
を
し
な
い
こ

き

せ

い

と
に
な
っ
た
と
聞
い
て
、
大
変

Ａ

し
ま
し
た
。
大
人
た
ち
が
寄
り
合
い
で
そ
う
決
め
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
楽
し
い
思
い
出
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
こ
ん
な
こ
と
っ
て
あ
る
の
だ
ろ

う
か
、
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
年
の
お
正
月
は
、
そ
れ
は
も
う
、
寂
し
い
も
の
で
し
た
。

さ
び

仕
事
先
に
も
ど
っ
て
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
こ
こ
で
こ
ん
な
こ
と

を
し
て
い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
が
感
じ
た
あ
の
楽
し
い
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
伝
統
を
と
ぎ
れ
さ

せ
て
も
い
い
の
か
。
そ
う
思
い
始
め
る
と
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
船
を
降
り
、
Ｂ

地
元
に
帰
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。
家
業
の
養
殖
業
を
継
い
だ
の
で
す
が
、
仲
間
を
集
っ
て
、
保
存
会
を
つ
く
り
「
獅
子

し

し

風
流
」
の
復
活
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
、
私
の
よ
う
に
十
代
の
若
者
が
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、

ふ

り

獅
子
や
笛
や
太
鼓
の
人
手
が
足
り
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
休
止
の
原
因
で
し
た
か
ら
責
任
を
感
じ
た
わ
け

で
す
。

こ
う
し
て
、
数
人
の
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
れ
か
ら
十
何
年
間
か
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
五
人
や
六
人
で
保
存
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
後
に
続
く
も
の
が
い
な
け
れ
ば
、
Ｃ

ま
た
同
じ

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
考
え
た
私
は
、
地
元
の
中
学
校
に
働
き
か
け
、
中
学
生
に
よ
る
伝
統
芸
能

「
獅
子
風
流
」
を
始
め
た
の
で
す
。
幸
い
に
も
、
中
学
校
の
先
生
方
や
、
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
の
協
力
に

し

し

ふ

り

支
え
ら
れ
、
順
調
に
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、
地
元
の
小
学
校
で
も
「
獅
子

し

し

風
流
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
小
学
校
で
の
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
、
平
成
元
年
の
こ
と
で
す
。

ふ

り今
で
は
、
小
学
校
や
、
中
学
校
で
「
獅
子
風
流
」
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、
地
元
の
各
浜
で
正
月
に

し

し

ふ

り

行
わ
れ
る
獅
子
風
流
に
参
加
し
て
、
獅
子
の
中
に
入
っ
て
大
人
顔
負
け
の
舞
い
を
披
露
し
た
り
、
す
ば
ら

し

し

ふ

り

し
い
笛
の
音
色
や
、
バ
チ
さ
ば
き
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら
は
、
石
巻
市
の

か
き
祭
り
で
、
小
学
生
が
「
獅
子
風
流
」
を
披
露
し
て
い
ま
す
し
、
牡
蛎
剥
き
作
業
が
始
ま
る
と
、
各
浜

し

し

ふ

り

か

き

む

を
回
っ
て
大
人
た
ち
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
口
で
言
う
ほ
ど
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人

が
忍
耐
強
く
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
す
た
れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま

す
。

「
東

浜
獅
子
風
流
縁
起
」

ひ
が
し
は
ま

し

し

ふ

り

え

ん

ぎ



１

文
章
中
の

Ａ

に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
、
次
の
ア
～
エ
か

ら
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

う
き
う
き

イ

し
ょ
ん
ぼ
り

ウ

が
っ
か
り

エ

び
く
び
く

［

］

２

文
章
中
に
「
Ｂ
地
元
に
帰
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、

①

筆
者
は
、
な
ぜ
そ
う
し
た
の
か
。
そ
の
考
え
が
分
か
る
部
分
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

②

ま
た
、
地
元
に
帰
っ
て
何
を
し
ま
し
た
か
。
三
十
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
。

３

文
章
中
の
「
Ｃ
ま
た
同
じ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
「
同
じ
こ
と
」

と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。
二
十
字
か
ら
三
十
字
で
書
き
な
さ
い
。

４

①
「
Ｄ
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
な
に
が
必

要
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
か
。
文
章
中
の
表
現
を
用
い
て
二
十
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
。

②

ま
た
、
筆
者
の
考
え
に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
感
じ
た
こ
と
を
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

８

詩
１

い
ろ
い
ろ
な
表
現
技
法
を
知
る

号

名

組

番

氏

１

次

の

①
～

⑥

の

部

の

表

現
に

用

い

ら
れ

て

い
る

技
法

を
、

語

群

か
ら
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。
（
複
数
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
）

①

キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン

ふ
う

テ
ス
ト
終
了

①

②

石
こ
ろ
み
た
い
な
僕
と

夕
焼
け
み
た
い
な
君
と

共
通
点
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど

②

な
い
わ
け
で
も
な
い

③

あ
し
た

台
所
か
ら

料
理
を
つ
く
る
音
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
ら

③

④

夏
の
階
段
を
一
歩
ず
つ

か
け
上
が
っ
て
い
こ
う

自
分
の
力
で

確
実
に

④

⑤

ひ
さ
し
ぶ
り
に

ブ
ラ
ン
コ
に
の
り
ま
し
た

風
は

わ
た
し
に

⑤

何
か
い
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た

⑥

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
を
再
び
手
に
取
り

う
る
さ
い
雑
音
に
感
謝

う
る
さ
い
雑
音
に
感
謝

⑥

語
群

直

喩

省
略

擬
人
法

反
復

擬
音
語

ち
ょ
く

ゆ

隠
喩

体
言
止
め

倒
置
法

対
句

擬
態
語

い
ん

ゆ



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

８

詩
１

い
ろ
い
ろ
な
表
現
技
法
を
知
る

号

名

組

番

氏

１

次

の
①

～

⑥

の

部

の

表

現
に

用

い

ら

れ
て

い
る

技
法

を

、
語

群
か

ら
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。
（
複
数
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
）

①

来
年
の
夏

新
し
い
仲
間
と

ど
こ
か
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

新
し
い
仲
間
と

ど
こ
か
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

①

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
る
自
分
に
出
会
う
た
め

②

私
は
こ
れ
か
ら
も
知
っ
て
い
く

認
め
た
く
な
い
こ
と
も
嬉
し
い
こ
と
も

す
べ
て

②

う
れ

③

私
は
作
文
が
苦
手
で
す

何
度
も
つ
ま
り

息
切
れ
し

で
も
書
き
終
え
た
と
き
の
達
成
感
は

ま
る
で
長
距
離
走
の

③

ゴ
ー
ル
み
た
い
に
気
持
ち
が
い
い
で
す

④

初
夏
の
さ
わ
や
か
な
野
原
に

今
日
も

そ
よ
そ
よ
と

風
は
吹
く

④

⑤

む
し
暑
い
部
屋
の
中

窓
を
開
け
る
と

蝉
が
木
と
話
し
て
い
る
の
が
聞
こ
え
る

⑤

木
の
葉
が
風
と
遊
ん
で
い
る
の
が
見
え
る

⑥

半
分
に
わ
っ
た
真
っ
赤
な
す
い
か

真
夏
の
あ
つ
い
太
陽
の
味

⑥

語
群

直

喩

省
略

擬
人
法

反
復

擬
音
語

ち
ょ
く

ゆ

隠
喩

体
言
止
め

倒
置
法

対
句

擬
態
語

い
ん

ゆ



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

１

次
の
短
歌
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

Ａ

み
ち
の
く
の
母
の
い
の
ち
を
一
目
見
ん
一
目
み
ん
と
ぞ
た
だ
に
い
そ
げ
る

斎
藤
茂
吉

Ｂ

の
ど
赤
き
玄

鳥

つ
ば
く
ら
め

ふ
た
つ
屋
梁

は

り

に
ゐ
て
足
乳
根

た

ら

ち

ね

の
母
は
死
に
た
ま
ふ
な
り

斎
藤
茂
吉

Ｃ

小
百
合
さ
く
小
草
が
な
か
に
君
ま
て
ば
野
末
に
ほ
ひ
て
虹
あ
ら
は
れ
ぬ

与
謝
野
晶
子

Ｄ

ふ
る
さ
と
の
訛
な
つ
か
し

停
車
場
の
人
ご
み
の
中
に

そ
を
聴
き
に
ゆ
く

石
川
啄
木

Ｅ

白
鳥
は
か
な
し
か
ら
ず
や
空
の
青
海
の
あ
を
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ

若
山
牧
水

Ｆ

幾
山
河
越
え
さ
り
行
か
ば
寂
し
さ
の
は
て
な
む
国
ぞ
今
日
も
旅
ゆ
く

若
山
牧
水

①

Ａ
の
短
歌
の
「
母
の
い
の
ち
を
一
目
見
ん
」
と
は
、
ど
ん
な
意
味
で
す
か
。
適
切
な
も
の

を
次
か
ら1

つ
選
び
、
記
号
に
○
を
書
き
な
さ
い
。

ア

母
が
大
切
に
し
て
い
た
も
の
を
一
目
見
て
お
き
た
い
。

イ

母
が
生
き
て
い
る
間
に
、
あ
と
一
回
し
か
会
え
な
い
。

ウ

母
が
元
気
な
う
ち
に
、
も
う
一
度
会
い
た
か
っ
た
。

エ

母
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
一
目
で
も
会
い
た
い
。

②

Ｂ
の
短
歌
の
「
母
は
死
に
た
ま
ふ
な
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、
死
ん
で
い
く
母
と
対
照
的
に

描
か
れ
て
い
る
も
の
を
、
歌
の
中
か
ら
書
き
出
し
な
さ
い
。

組
９

近

代

の

短

歌

・

短

歌

を

読

む

番 号

氏 名



③

Ｃ
の
短
歌
の
「
に
ほ
ひ
て
」
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

④

Ｃ
の
短
歌
の
「
に
ほ
ひ
て
」
の
言
葉
の
意
味
を
書
き
な
さ
い
。

⑤

Ｄ
の
短
歌
に
「
そ
を
聴
き
に
ゆ
く
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
に
行
く
の
で
す
か
。
歌
の
中

の
言
葉
で
書
き
な
さ
い
。

⑥

Ｄ
の
短
歌
に
「
そ
を
聴
き
に
ゆ
く
」
と
あ
り
ま
す
が
、
何
を
聴
き
に
行
く
の
で
す
か
。
歌

の
中
の
言
葉
で
書
き
な
さ
い
。

⑦

Ｅ
の
歌
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
心
情
と
し
て
、
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

を
書
き
な
さ
い
。

ア

何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
喜
び
。

イ

自
然
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
安
心
感
。

ウ

空
の
青
さ
や
海
の
青
さ
に
も
劣
ら
な
い
ほ
ど
の
深
い
悲
し
み
。

エ

ど
ん
な
も
の
に
も
染
ま
る
こ
と
な
く
生
き
る
も
の
へ
の
共
感
。

⑧

Ｆ
の
歌
に
は
「
旅
ゆ
く
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
を
目
指
し
て
「
旅
ゆ
く
」
の
だ
と
思
い

ま
す
か
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

近
代
の
短
歌
・
短
歌
を
読
む

号

名

組

番

氏

１

次
の
Ａ
・
Ｂ
の
短
歌
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

Ａ

秋
暮
れ
て
今
年
も
さ
む
し
午
后
は
や
く
日
か
げ
る
庭
の
白
菊
の
光
り

木
下

利
弦

ご

ご

て

き
の
し
た

り

げ

ん

Ｂ

街
灯
の
光
と
ど
か
ぬ
舗
道
に
て
落
葉
あ
か
る
く
月
照
り
に
け
り

佐
藤
佐
太
郎

お

ち

ば

さ

と

う

さ

た

ろ

う

（
注
）

（
注
）

舗
道
＝
表
面
を
平
ら
に
舗
装
し
た
道
路
。

①

Ａ
の
短
歌
に
つ
い
て
、
言
葉
の
つ
な
が
り
や
意
味
の
ま
と
ま
り
か
ら
切
れ
目
を
付
け
る
と
し
た
ら
ど
こ

に
な
り
ま
す
か
。
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
う
ち
、
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。

（
「
／
」
は
切
れ
め
を
表
し
ま
す
。
）

１

秋
暮
れ
て
／
今
年
も
さ
む
し
午
后
は
や
く
日
か
げ
る
庭
の
白
菊
の
光
り

２

秋
暮
れ
て
今
年
も
さ
む
し
／
午
后
は
や
く
日
か
げ
る
庭
の
白
菊
の
光
り

３

秋
暮
れ
て
今
年
も
さ
む
し
午
后
は
や
く
／
日
か
げ
る
庭
の
白
菊
の
光
り

４

秋
暮
れ
て
今
年
も
さ
む
し
午
后
は
や
く
日
か
げ
る
庭
の
／
白
菊
の
光
り

答解

②

Ｂ
の
短
歌
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。

１

街
灯
の
光
も
月
の
光
も
届
か
な
い
舗
道
で
、
落
ち
葉
が
明
る
く
光
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
不
思
議

に
思
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

２

街
灯
の
光
と
月
の
光
と
の
両
方
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
舗
道
を
歩
き
、
ひ
と
き
わ
輝
く
落
ち
葉
を
見
付

け
て
驚
い
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

３

街
灯
の
光
が
届
か
な
い
舗
道
な
の
に
、
落
ち
葉
が
光
っ
て
い
る
の
を
見
て
月
の
明
る
さ
に
心
を
動
か

さ
れ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

４

街
灯
の
光
で
照
ら
さ
れ
た
落
ち
葉
が
あ
ま
り
に
明
る
く
て
、
月
が
照
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
か
な

か
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

答解

９



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

古
文
１

係
り
結
び
と
反
語

号

名

組

番

氏

１

次
は
、
「
竹
取
物
語
」
の
冒
頭
の
部
分
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
問
い
に
答
え

な
さ
い
。

今
は
昔
、
竹
取
の
翁
と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。
野
山
に
ま
じ
り
て
竹
を
取
り
つ

つ
よ
ろ
づ
の
こ
と
に
使
ひ
（

ａ

）
。
名
を
ば
さ
ぬ
き
の
造
と
な
む
い
ひ
け
る
。

そ

の

竹

の

中

に

も

と

光

る

竹

な

む

一

筋

あ

り

（

ｂ

）
。

あ

や

し

が

り

て

寄
り

て
見
る
に
、
筒
の
中
光
り
た
り
。
そ
れ
を
見
れ
ば
、
三
寸
ば
か
り
な
る
人
、
い
と

う
つ
く
し
う
て
ゐ
た
り
。

（
１
）
「
さ
ぬ
き
の
造
と
な
む
い
ひ
け
る
」
で
は
、
「
な
む
」
と
い
う
助
詞
に
呼
応
し
て

文
末
が
「
け
る
」
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

①
「
な
む
」
の
よ
う
な
助
詞
を
な
ん
と
い
い
ま
す
か
。

②

①
の
助
詞
と
文
末
の
結
び
方
と
の
関
係
を
な
ん
と
い
い
ま
す
か
。

（
２
）
文
章
中
の
（

ａ

）
、
（

ｂ

）
に
入
る
適
切
な
言
葉
を
次
の
語
群
の
中
か

ら
一
つ
選
び
答
え
な
さ
い
。

語
群

な
り

な
る

（
ａ
）

け
り

け
る

（
ｂ
）

1 0



２

次

は
「

論

語

」
の

一

節

で

す

。
文

章

中

の

部

に
共

通
す

る

表
現

上
の
技
法
を
答
え
な
さ
い
。

子
曰
は
く
、
「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
ふ
、
ま
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
。
朋
遠
方

し

い

と
も

え

ん

ぽ

う

く

ん

し

よ
り
来
た
る
あ
り
、
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。
人
知
ら
ず
し
て
慍
み
ず
、
ま
た
君
子

ひ
と

う
ら

な
ら
ず
や
。
」
と
。

よ

ろ

こ



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

古
文
１

係
り
結
び
と
反
語

号

名

組

番

氏

１

次

の
そ

れ

ぞ

れ

の

和
歌

の

中

で

使
わ

れ

て

い

る
係

り
の

助
詞

に

を

引

き
な

さ

い

。

ま

た
、

そ

れ

に

呼
応

し

て

い

る
結

び
の

言
葉

に

を

引
き
な
さ
い
。

道
の
べ
に
清
水
流
る
る

柳

陰
し
ば
し
と
て
こ
そ
立
ち
ど
ま
り
つ
れ

し

み

づ

や
な
ぎ

か
げ

山
里
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば

や

ま

ざ

と

ひ
と

め

２

次
は
「
徒
然
草
」
の
一
節
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

注
１

城

陸
奥
守
泰
盛
は
、
注
２

双
な
き
馬
乗
な
り
け
り
。
馬
を
ひ
き
い
だ
さ
せ
け
る
に
、

じ
や
う

む

つ

の

か

み

や

す

も

り

さ
う

む
ま

の
り

む
ま

足
を
揃
へ
て
、
し
き
み
を
ゆ
ら
り
と
越
ゆ
る
を
み
て
、
「
こ
れ
は
勇
め
る
馬
な
り
。
」

そ
ろ

注
３

こ

い
さ

む
ま

と
て
、
鞍
を
お
き
か
へ
さ
せ
け
り
。
ま
た
足
を
の
べ
て
、
し
き
み
に
け
あ
て
ぬ
れ

く
ら

ば
、
「
こ
れ
は
鈍
く
し
て
あ
や
ま
ち
あ
る
べ
し
。
」
と
て
乗
ら
ざ
り
け
り
。
道
を
知

に
ぶ

ら
ざ
ら
ん
人
、
か
ば
か
り
お
そ
れ
な
ん
や
。

（
「
第
百
八
十
五
段
」
よ
り
）

注
１

城

陸
奥
守
泰

盛
＝
「
秋
田
城
の
介
」
で
あ
る
安
達
泰
盛
。

じ
や
う

む
つ
の
か
み

や
す
も
り

注
２

双
な
き
＝
く
ら
べ
も
の
が
な
い
。

注
３

し
き
み
＝
し
き
い
。

【
現
代
語
訳
】

秋
田
陸
奥
守
泰
盛
は
、
無
双
の
馬
乗
り
で
あ
っ
た
。
馬
を
引
き
出
さ
せ
た
と
こ

あ
き

た

む

つ

の

か

み

や

す

も

り

む

そ
う

ろ

、

足

を

揃

え

て

、

敷

居

を

ゆ

ら

り

と

越

え

る

の

を

見

て

、
「

こ

れ

は

気

の

は

や

そ
ろ

し
き

い

こ

っ

た

馬

だ

。
」

と

言

っ

て

、

鞍

を

他

の

馬

に

置

き

換

え

さ

せ

た

。

ま

た

足

を

伸

ば

く
ら

し
て
、
敷
居
に
蹴
あ
て
る
と
、
「
こ
れ
は
鈍
く
て
、

過

ち
が
あ
る
だ
ろ
う
。
」
と
言

け

に
ぶ

あ
や
ま

っ
て
乗
ら
な
か
っ
た
。
道
を
知
ら
な
い
よ
う
な
人
が
、
こ
れ
ほ
ど
に

慎

も
う
か
。

つ
つ
し

1 0



①
「
道
を
知
ら
ざ
ら
ん
人
、
か
ば
か
り
お
そ
れ
な
ん
や

。
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味

を
表
し
て
い
ま
す
か
。
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
答
え
な
さ
い
。

ア

道
を
知
ら
な
い
よ
う
な
人
は
、
馬
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
。

イ

道
を
知
ら
な
い
人
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ほ
ど
慎
重
に
な
る
の
だ
。

ウ

道
を
知
ら
な
い
よ
う
な
人
は
、
こ
れ
ほ
ど
慎
重
に
は
な
ら
な
い
。

エ

道
を
知
ら
な
い
よ
う
な
人
は
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

「
道
を
知
ら
ざ
ら
ん
人
、
か
ば
か
り
お
そ
れ
な
ん
や

。
」
の
意
味
し
て
い
る
こ
と

を
、
「
道
を
知
る
人
は
、
」
と
い
う
書
き
出
し
に
続
け
て
書
き
な
さ
い
。

道
を
知
る
人
は
、



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

漢
文
１

漢
文
の
読
み
方
・
書
き
下
し
文

号

名

組

番

氏

１

次

の

書

き
下

し

文

を
読

み

、

例

に

な

ら
っ

て

そ
れ

ぞ

れ
の

訓
読

文
の

漢

字

の
読
む
順
番
を
答
え
な
さ
い
。

１

２

３

４

５

例

国
破
れ
て
山
河
在
り

国

破

山

河

在

く
に

や
ぶ

さ
ん

が

あ

レ
テ

リ

①

江
は

碧

に
し
て
鳥
は

逾

よ
白
く

江

碧

鳥

逾

白

こ
う

み
ど
り

い
よ
い

②

春

眠

暁

を
覚
え
ず

春

眠

不
レ

覚
レ

暁

し
ゅ
ん

み
ん

あ
か
つ
き

お
ぼ

ず

エ

ヲ

③

家
書
万
金
に
抵
る

家

書

抵
二

万

金
一

か

し
ょ

ば

ん

き

ん

あ
た

ル

ニ

④

君
子
は
諸
を

己

に
求
む

君

子

求
二

諸

己
一

く
ん

し

こ
れ

お
の
れ

ハ

ム

ヲ

ニ

⑤

学
び
て
時
に
之
を
習
ふ
、
ま
た

説

ば
し
か
ら
ず
や

こ
れ

な
ら

よ
ろ
こ

学

而

時

習
レ

之

、

不
二

亦

説
一

乎

ビ
テ

ニ

フ

ヲ

ま

た

バ
シ
カ
ラ

や

２

書
き
下
し
文
を
参
考
に
、
次
の
漢
文
に
返
り
点
を
付
け
な
さ
い
。

①

思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば

則

ち

殆

し

思

而

不

学

則

殆

お
も

す
な
わ

あ
や
ふ

ヒ
テ

ざ

レ
バ

バ

チ

シ
ト

②

処
処
啼
鳥
を
聞
く

処

処

聞

啼

鳥

し

よ

し

よ

て

い

て

う

ク

ヲ

1 1



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

漢
文
１

漢
文
の
読
み
方
・
書
き
下
し
文

号

名

組

番

氏

１

例
に
な
ら
っ
て
、
次
の
訓
読
文
を
書
き
下
し
文
に
直
し
な
さ
い
。

例

春

眠

不
レ

覚
レ

暁

春
眠
暁
を
覚
え
ず

ず

エ

ヲ

①

日

照
二

香

炉
一

生
二

紫

煙
一

ハ

ラ
シ
テ

ヲ

ズ

②

君

子

和

而

不
レ

同

、

小

人

同

而

不
レ

和
。

ハ

シ
テ

ず

ゼ

ハ

ジ
テ

ず

セ

③

夜

聞
二

漢

軍

四

面

皆

楚

歌
一

、
項

王

乃

大

驚

曰

キ

ノ

み

な

ス
ル
ヲ

す
な
は

チ

イ
ニ

キ
テ

い

ハ
ク

「
漢

皆

已

得
レ

楚

乎
。

是

何

楚

人

之

多

也

。
」

す

で

ニ

タ
ル

ヲ

か

こ

レ

な

ん

ゾ

の

キ

や

ト

④

己

所
レ

不
レ

欲

、

勿
レ

施
二

於

人
一

お
の
れ

ノ

ハ

ざ

ル

ほ

つ

セ

な

カ
レ
ト

ス
コ
ト

ニ

1 1



２

書

き
下

し

文

を
参

考

に

、

漢

文
に

返

り

点

と
送

り

仮
名

を
付

け
な

さ

い
。

①

遥
か
に
看
る
瀑
布
の
前
川
に
挂
か
る
を

は
る

み

ば
く

ふ

ぜ

ん

せ

ん

か

遥

看

瀑

布

挂

前

川

②

君
は
川
流
を
汲
め
我
は

薪

を
拾
は
ん

せ
ん

り
う

く

わ
れ

た
き
ぎ

君

汲

川

流

我

拾

薪

③

酔
う
て
沙

場

に
臥
す
と
も
君
笑
ふ
こ
と
莫
か
れ

さ

ぢ
や
う

ふ

な

酔

臥

沙

場

君

莫

笑

④

牀

前
月
光
を
看
る

し
よ
う
ぜ
ん

み

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
地
上
の
霜
か
と

こ

頭

を
挙
げ
て
山
月
を
望
み

か
う
べ

頭

を
低
れ
て
故
郷
を
思
ふ

か
う
べ

た牀

前

看

月

光

疑

是

地

上

霜

挙

頭

望

山

月

低

頭

思

故

郷



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

漢
詩

漢
詩
の
形
式
を
知
る

号

名

組

番

氏

１

次
の
漢
詩
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

静
夜
思

李
白

牀

前

看
二

月

光
一

牀

前
月
光
を
看
る

ル

ヲ

し
よ
う
ぜ
ん

み

疑

是

地

上

霜

疑
う
ら
く
は
是
れ
地
上
の
霜
か
と

フ
ラ
ク
ハ

レ

ノ

カ
ト

こ

挙
レ

頭

望
二

山

月
一

頭

を
挙
げ
て
山
月
を
望
み

ゲ
テ

ヲ

ミ

ヲ

か
う
べ

低
レ

頭

思
二

故

郷
一

頭

を
低
れ
て
故
郷
を
思
ふ

レ
テ

ヲ

フ

ヲ

か
う
べ

た

①

こ
の
詩
の
よ
う
に
全
体
が
四
行
か
ら
成
る
詩
を
何
と
い
い
ま
す
か
。
次
の
中
か

ら
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。

自
由
詩

定
型
詩

絶
句

律
詩

②

こ
の
詩
の
形
式
を
次
の
中
か
ら
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。

五
言
絶
句

七
言
絶
句

五
言
律
詩

七
言
律
詩

③

こ
の
よ
う
な
詩
で
第
一
句
か
ら
第
四
句
ま
で
を
別
に
そ
れ
ぞ
れ
何
と
い
う
か
答

え
な
さ
い
。

一

句

二

句

三

句

四

句

④

こ
の
詩
の
第
三
句
と
第
四
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
技
法
を
答
え
な
さ
い
。

1 2



二
年

ス
テ
ッ
プ
２漢

詩

漢
詩
の
形
式
を
知
る

号

名

組

番

氏

１

次
の
漢
詩
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

送
友
人

李
白

友
人
を
送
る

青

山

横
二

北

郭
一

青
山
北
郭
に
横
た
わ
り

タ
ワ
リ

ニ

せ

い

ざ

ん

ほ

く

か

く

一

白

水

遶
二

東

城
一

白
水
東

城
を
遶
る

ル

ヲ

は

く

す

い

と
う
じ
や
う

め
ぐ

此

地

一

為
レ

別

こ
の
地
一
た
び
別
れ
を
な
し

ノ

タ
ビ

シ

レ
ヲ

ひ
と

二

孤

蓬

万

里

征

孤
蓬
万
里
に
征
く

ニ

ク

こ

ほ
う

ば
ん

り

ゆ

浮

雲

游

子

意

浮
雲
游
子
の
意

ノ

ふ

う
ん

い
う

し

い

三

落

日

故

人

情

落
日
故
人
の

情

ノ

ら

く

じ

つ

こ

じ
ん

じ
や
う

揮
レ

手

自
レ

茲

去

手
を
揮
つ
て
こ
こ
よ
り
去
れ
ば

ツ
テ

ヲ

よ

リ

こ

こ

レ
バ

ふ
る

四

蕭

蕭

班

馬

鳴

蕭

蕭
と
し
て
班
馬
鳴
く

ト
シ
テ

ク

し
や
う
し
や
う

は
ん

ば

な

①

こ
の
詩
の
形
式
を
答
え
な
さ
い
。

②

こ
の
詩
で
押
韻
し
て
い
る
漢
字
を
す
べ
て
抜
き
出
し
な
さ
い
。

お

う

い

ん

1 2



③

こ
の
詩
の
一

の
ま
と
ま
り
を
何
と
い
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

起
句

イ

承
句

ウ

転
句

エ

結
句

オ

首
聯

カ

頷
聯

キ

頸
聯

ク

尾
聯

し
ゆ
れ
ん

が
ん
れ
ん

け
い
れ
ん

び

れ
ん

④

こ
の
詩
の
中
の
一

～
四

の
中
で
、
対
句
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
答
え
な

さ
い
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

漢
字
の
読
み
書
き

号

名

組

番

氏

１

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

大
臣
は
曖
昧
な
発
言
に
終
始
し
た

（

）

②

緊
張
の
た
め
に
萎
縮
し
た
よ
う
だ

（

）

③

憂
鬱
な
一
日
だ
っ
た

（

）

④

怨
恨
に
よ
る
犯
行
の
可
能
性
が
高
い

（

）

⑤

俺
に
任
せ
て
お
け

（

）

⑥

俳
諧
の
歴
史
を
た
ど
る

（

）

⑦

心
の
葛
藤

（

）

⑧

犬
は
嗅
覚
が
発
達
し
て
い
る

（

）

⑨

日
光
東
照
宮
へ
参
詣
す
る

（

）

⑩

厳
し
い
稽
古
で
鍛
え
た

（

）

⑪

拳
を
突
き
上
げ
る

（

）

⑫

慈
悲
を
乞
う

（

）

じ

ひ

⑬

将
棋
の
駒
を
作
る
職
人

（

）

⑭

ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す

（

）

⑮

真
摯
な
姿
勢
で
取
り
組
む

（

）

1 3



２

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

呪
文
を
唱
え
る

（

）

②

つ
い
に
憧
れ
の
地
に
た
ど
り
着
い
た

（

）

③

尻
も
ち
を
つ
い
て
し
ま
っ
た

（

）

④

こ
の
項
目
の
記
入
は
必
須
だ

（

）

⑤

脊
椎
動
物
に
つ
い
て
調
査
す
る

（

）

⑥

か
な
り
痩
せ
て
い
る

（

）

⑦

乱
暴
な
振
る
舞
い
に
眉
を
ひ
そ
め
る

（

）

⑧

肘
の
痛
み
が
激
し
い

（

）

⑨

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
頬
ば
る

（

）

⑩

冥
土
の
土
産

（

）

⑪

あ
ま
り
の
む
ご
さ
に
戦
慄
を
覚
え
る

（

）

⑫

光
の
粒
子

（

）

⑬

出
家
し
て
僧
侶
と
な
る

（

）

⑭

食
糧
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

（

）

⑮

清
廉
潔
白
な
政
治
家

（

）



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

１

次
の
傍
線
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①

調
査
委
員
会
に
諮
る

（

）

②

商
品
を
卸
す

（

）

③

口
を
挟
む

（

）

④

残
虐
な
王
の
し
わ
ざ

（

）

⑤

起
伏
が
激
し
い

（

）

⑥

宵
や
み
が
迫
る

（

）

⑦

つ
ぼ
み
が
膨
ら
む

（

）

⑧

友
を
欺
く

（

）

⑨

目
的
を
完
遂
す
る

（

）

⑩

人
権
を
擁
護
す
る

（

）

⑪

業
務
を
委
託
す
る

（

）

⑫

士
気
を
鼓
舞
す
る

（

）

⑬

作
品
を
募
る

（

）

⑭

期
待
と
不
安
が
交
錯
す
る

（

）

⑮

信
念
を
貫
く

（

）

組
13

漢

字

の

読

み

書

き

番 号

氏 名



２

次
の
傍
線
部
分
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

①

か
れ
い
な
人
生
を
送
っ
た
一
族

（

）

②

き
ょ
せ
い
を
張
る

（

）

③

や
わ
ら
か
い
表
情

（

）

④

本
心
を
い
つ
わ
る

（

）

⑤

か
た
い
金
属
で
で
き
て
い
る

（

）

⑥

来
年
こ
そ
く
つ
じ
ょ
く
を
は
ら
す

（

）

⑦

キ
ン
モ
ク
セ
イ
が
ほ
う
こ
う
を
放
つ

（

）

⑧

軽
は
ず
み
な
言
動
を
つ
つ
し
む

（

）

⑨

経
験
が
と
ぼ
し
い

（

）

⑩

し
さ
を
与
え
ら
れ
る

（

）

⑪

安
易
な
だ
き
ょ
う
を
許
さ
な
い

（

）

⑫

注
意
を
う
な
が
す

（

）

⑬

人
工
衛
星
が
き
ど
う
に
乗
る

（

）

⑭

古
都
の
秋
を
ま
ん
き
つ
す
る

（

）

⑮

健
康
し
ん
だ
ん

（

）



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

学
級
活
動
の
時
間
に
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。
あ
な
た
の
体
験

を
振
り
返
り
、
次
の
Ａ
、
Ｂ
ど
ち
ら
か
の
立
場
を
選
び
、
あ
と
の
《
注
意
》
に
し
た
が
っ
て
意
見

を
書
き
な
さ
い
。

《
注
意
》

◇

選
ん
だ
立
場
を
Ａ
か
Ｂ
か
明
確
に
す
る
こ
と
。
（
Ａ
、
Ｂ
の
ど
ち
ら
の
立
場
を
選
択
し
て
も
、

そ
の
こ
と
自
体
は
採
点
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
）

◇

「
題
名
」
は
書
か
な
く
と
も
よ
い
。

◇

二
〇
〇
字
以
上
、
二
五
〇
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

選
ん
だ
立
場
の
記
号

組
14

立

場

を

決

め

て

意

見

を

書

こ

う

番 号

氏 名

Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
相
手
の
た
め
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｂ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
自
分
の
た
め
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

説
明
的
文
章
２

全
体
と
部
分
の
関
係

号

名

組

番

氏

１

次
の
文
章
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

夕
な
ぎ
と
い
う
の
は
昼
間
の
海
風
か
ら
夜
間
の
陸
風
に
移
り
変
わ
る
中
間
に
、

一
時
無
風
の
状
態
を
経
過
す
る
、
そ
の
時
を
さ
し
て
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
夕

な
ぎ
が
完
全
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
低
気
圧
に
よ
る
風
や
、
ま
た
季
節
風
の
ご

と
き
が
邪
魔
を
し
な
い
事
が
必
要
条
件
で
あ
る
。

じ

や

ま

夏
期
瀬
戸
内
海
地
方
で
特
に
夕
な
ぎ
が
著
し
い
の
は
ど
う
い
う
わ
け
か
と
思
っ

せ

と

な

い

か

い

て
調
べ
て
み
る
と
、
瀬
戸
内
海
で
は
、
元
来
ど
こ
で
も
い
っ
た
い
に
強
く
な
い
夏

の
季
節
風
が
、
地
勢
の
影
響
の
た
め
に
特
に
弱
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
海

陸
風
が
最
も
純
粋
に
発
達
す
る
。
従
っ
て
風
の
変
わ
り
目
の
無
風
が
著
し
く
現
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
夕
な
ぎ
に
対
し
て

１

朝
な
ぎ
も
あ
る
が
、
特
に
夕
な
ぎ
の
有
名

な
の
は
そ
れ
が
気
温
の
高
い
時
刻
で
あ
る
が
た
め
で
あ
ろ
う
。

夕
な
ぎ
の
継
続
時
間
の
長
短
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
に
も
よ
る
が
海
岸
か
ら
の
距

離
が
お
も
な
因
子
に
な
る
。
す
な
わ
ち
海
岸
か
ら
遠
く
な
る
ほ
ど
な
ぎ
が
長
く
な

る
わ
け
で
あ
る
。

東
京
で
は
、
夏
の
暑
い
盛
り
に
天
気
の
い
い
日
だ
と
夕
方
涼
し
い
南
が
か
っ
た

風
が
吹
く
の
で
、
瀬
戸
内
海
地
方
の
よ
う
な

２

夕
な
ぎ
の
苦
し
み
を
免
れ
て
い
る
。

八
月
ご
ろ
の
東
京
の
風
の
一
日
じ
ゅ
う
の
変
化
を
調
べ
て
み
る
と
、
や
は
り
海
陸

風
に
相
当
す
る
規
則
正
し
い
風
の
周
期
的
変
化
が
あ
る
が
、
た
だ
東
京
で
は
日
々

変
化
の
位
相
が
著
し
く
く
ず
れ
て
い
る
の
と
、
夏
期
の
南
東
の
季
節
風
が
か
な
り

よ
く
発
達
し
て
い
る
た
め
に
、
夕
な
ぎ
に
相
当
す
る
時
刻
に
は
こ
の
季
節
風
の
ほ

う
が
著
し
く
現
わ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

い
っ
た
い
地
球
の
雰
囲
気
が
太
陽
の
た
め
に
周
期
的
に
あ
た
た
め
ら
れ
る
た
め

ふ
ん

い

き

に
雰
囲
気
全
体
の
振
動
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
一
面
に
は
気
圧
の
周
期
的
変
化
と
な

り
、
ま
た
一
面
に
は
地
球
上
至
る
と
こ
ろ
の
風
の
周
期
的
変
化
と
し
て
現
わ
れ
る

は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
地
球
が
全
部
大
洋
か
あ
る
い
は
陸
地
に
お
お
わ
れ
て
い

た
ら
こ
う
い
う
原
因
か
ら
起
こ
る
一
日
じ
ゅ
う
の
弛

張

が
純
粋
に
現
わ
れ
る
か
も

し

ち
よ
う

し
れ
な
い
が
、
日
本
の
沿
岸
の
よ
う
な
所
で
は
地
方
的
な
海
陸
風
に
相
当
す
る
も

の
が
、
各
季
節
を
通
じ
て
あ
ま
り
に
著
し
く
発
達
し
て
、
上
の
よ
う
な
地
球
に
関

す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
全
く
お
お
い
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
寺
田
寅
彦
「
海
陸
風
と
夕
な
ぎ
」
か
ら
）
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①

１

朝
な
ぎ

と
あ
り
ま
す
が
、
「
朝
な
ぎ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
と
き
の
こ
と
を
言
う

の
か
、
「
夕
な
ぎ
」
の
説
明
に
な
ら
っ
て
六
十
字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。

②

２

夕

な
ぎ
の
苦
し
み

と
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は

ど
の
よ
う
な
こ

と
を
意
味
し

て
い
ま
す
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

③
「
夕
な
ぎ
」
と
「
季
節
風
」
に
関
し
て
、
瀬
戸
内
海
地
方
と
東
京
に
は
ど
の
よ

う
な
違
い
が
あ
り
ま
す
か
。
百
八
十
字
以
上
、
二
百
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

1 8 0字2 0 0字



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

詩
２

比
喩
表
現
を
読
み
取
る

号

名

組

番

氏

１

次
の
詩
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

レ
モ
ン
哀
歌

高
村
光
太
郎

そ
ん
な
に
も
あ
な
た
は
レ
モ
ン
を
待
つ
て
ゐ
た

か
な
し
く
白
く
あ
か
る
い
死
の
床
で

わ
た
し
の
手
か
ら
と
つ
た
一
つ
の
レ
モ
ン
を

あ
な
た
の
き
れ
い
な
歯
が
①

が
り
り
と
噛
ん
だ

か

ト
パ
ア
ズ
い
ろ
の
香
気
が
立
つ

※
ト
パ
ア
ズ
…
黄
玉
石
。

こ
う

き

そ
の
数
滴
の
天
の
も
の
な
る
レ
モ
ン
の
汁
は

ぱ
つ
と
あ
な
た
の
意
識
を
正
常
に
し
た

あ
な
た
の
青
く
澄
ん
だ
眼
が
か
す
か
に
笑
ふ

わ
た
し
の
手
を
握
る
あ
な
た
の
力
の
健
康
さ
よ

あ
な
た
の
②

咽
喉
に
嵐
は
あ
る
が

の

ど

か
う
い
ふ
命
の
瀬
戸
ぎ
は
に

智
恵
子
は
も
と
の
智
恵
子
と
な
り

生
涯
の
愛
を
一
瞬
に
か
た
む
け
た

そ
れ
か
ら
ひ
と
時

昔
山
巓
で
し
た
や
う
な
深
呼
吸
を
一
つ
し
て

※
山
巓
…
山
頂
。

さ

ん

て

ん

さ
ん
て
ん

あ
な
た
の
③

機
関
は
そ
れ
な
り
止
ま
つ
た

写
真
の
前
に
挿
し
た
桜
の
花
か
げ
に

す
ず
し
く
光
る
レ
モ
ン
を
今
日
も
置
か
う

①

①

が
り
り
と

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
何
と
い
い
ま
す
か
。
あ
と

か
ら
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。

擬
態
語

擬
音
語

擬
人
法
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②

②

咽
喉
に
嵐
は
あ
る

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
あ
な
た
」
の
ど
の
よ
う
な
状

の

ど

況
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

③

③

機

関
は
そ
れ
な
り
止

ま
つ
た

と
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
「
あ

な
た
」
の
ど
の

よ
う
な
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

詩
２

比
喩
表
現
を
読
み
取
る

号

名

組

番

氏

１

次
の
詩
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

蟻
と
空
と
僕
の
骨

あ
り

生
徒
作
品

あ
り
ん
こ
に
は

①

骨
が
な
く
て

人
間
に
は

②

骨
が
あ
る

ア

僕
に
は
骨
が
な
く
て

あ
り
ん
こ
に
は

③

骨
が
あ
る

空
か
ら
見
え
た

僕
と
蟻

あ
の
歪
ん
だ
水
平
線
が
僕
な
ら

蟻
は
一
ミ
リ
も
ブ
レ
ず
に
瞳
に
飛
び
込
む

千
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
で
へ
こ
た
れ
る
僕

イ

自
分
の
何
倍
も
あ
る
夢
を
か
つ
ぐ
蟻

僕
に
は

④

骨
が
な
く
て

あ
り
ん
こ
に
こ
そ

⑤

骨
が
あ
る

（
仙
台
市
中
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
編
『
こ
だ
ま
』
第

号
所
収
）

54

①

ア

僕
に
は
骨
が
な
く
て

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
部
分
の
「
骨
」
と
同
じ
意
味
で

使
わ
れ
て
い
る
「
骨
」
を
、
①
～
⑤
か
ら
探
し
て
答
え
な
さ
い

。
（
一
つ
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
）
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②

ア

僕
に
は
骨
が
な
く
て

の
「
骨
」
は
何
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
簡
潔
に
答
え
な

さ
い
。

③

イ

自
分
の
何
倍
も
あ
る
夢

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
何
を
表
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
。
想
像
し
て
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

１

ア
メ
リ
カ
か
ら
初
め
て
日
本
に
来
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ス
ミ
ス
さ
ん
に
、
日
本
の
季
節
の
行
事
や
風

習
を
紹
介
す
る
文
章
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
に
あ
げ
る
も
の
の
中
か
ら
あ
な
た
が
紹
介

し
た
い
も
の
を
一
つ
選
ん
で
、
注
意
に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。

〔
注
意
〕

(1)

選
ん
だ
行
事
又
は
風
習
に
つ
い
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
も
含
む
）

を
ふ
ま
え
て
書
く
こ
と
。

(2)

文
章
は
百
九
十
五
字
以
上
、
二
百
二
十
五
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

組
17

紹

介

す

る

文

章

を

書

こ

う

番 号

氏 名

花
見

祭
り

豆
ま
き

お
年
玉



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

古
文
２

古
文
の
リ
ズ
ム
に
親
し
む

号

名

組

番

氏

歴

史
的

仮

名

遣
い

や

言

葉

の

句

切
り

、

声

の
大

き

さ
、

間

の
取

り
方

な
ど

に
注
意
し
な
が
ら
、
次
の
文
章
を
繰
り
返
し
音
読
し
ま
し
ょ
う
。

【
現
代
語
訳
】

今
井
の
四
郎
、
木
曾
殿
、
主
従
二
騎
に

今
井
四
郎
と
木
曾
殿
と
主
従
二
騎
に
な
っ

き

そ

ど

の

な

ッ

て

宣

ひ

け

る

は

、
「

日

ご

ろ

は

な

に

て

、

木

曾

殿

が

言

わ

れ

る

に

は

、
「

こ

れ

ま

の
た
ま

と

も

お

ぼ

え

ぬ

鎧

が

今

日

は

重

う

は

な

で
は
何
と
も
感
じ
な
か
っ
た
鎧
が
今
日
は
重

よ
ろ
ひ

け

ふ

ッ
た
る
ぞ
や
」
。
今
井
四
郎
申
し
け
る
は
、

た

く

な

っ

た

ぞ

」
。

今

井

四

郎

申

す

に

は

、

い

ま

い

の

し

ろ

う

「
御
身
も
い
ま
だ
つ
か
れ
さ
せ
給
は
ず
。

「
お
体
も
ま
だ
お
疲
れ
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま

お

ん

み

た

ま

御

馬

も

よ

わ

り

候

は

ず

。

な

に

に

よ

ッ

せ
ん
。
御
馬
も
弱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ど
う

お

ん

う

ま

さ
う
ら

て
か
、
一
両
の
御
着
背
長
を
重
う
は
お
ぼ

し
て
一
領
の
着
背
長
を
重
く
思
わ
れ
る
は
ず

お

ん

き

せ

な

が

し

め

し

候

べ

き

。

そ

れ

は

御

方

に

御

勢

が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
味
方
に
軍
勢
が

さ
う
ら
う

み

か

た

お

ん

せ

い

が

候

は

ね

ば

、

臆

病

で

こ

そ

さ

は

お

ぼ

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
臆
病
か
ら
そ
う
は
思
わ

さ
う
ら

お
く
び
よ
う

し

め

し

候

へ

。

兼

平

一

人

候

と

も

、

余

れ
る
の
で
し
ょ
う
。
兼
平
一
人
で
は
ご
ざ
い

さ
う
ら

か

ね

ひ

ら

い

ち

に

ん

さ
う
ら
う

よ

の
武
者
千
騎
と
お
ぼ
し
め
せ
。
矢
七
つ
八

ま
す
け
れ
ど
も
、
他
の
武
者
千
騎
と
お
思
い

む

し

や

せ

ん

ぎ

つ

候

へ

ば

、

し

ば

ら

く

ふ

せ

ぎ

矢

仕

ら

く
だ
さ
い
。
矢
が
七
、
八
本
ご
ざ
い
ま
す
の

さ
う
ら

つ
か
ま
つ

ん

。

あ

れ

に

見

え

候

、

粟

津

の

松

原

と

で
、
し
ば
ら
く
防
ぎ
矢
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

さ
う
ら
う

あ

は

づ

ま

つ

ば

ら

申

す

、

あ

の

松

の

中

で

御

自

害

候

へ

」

あ
そ
こ
に
見
え
ま
す
の
を
粟
津
の
松
原
と
申

ご

じ

が

い

さ
う
ら

と
て
、
う
ッ
て
ゆ
く
程
に
、
又
あ
ら
手
の

し
ま
す
が
、
あ
の
松
の
中
で
御
自
害
な
さ
い

て

武

者

五

十

騎

ば

か

り

出

で

き

た

り

。
「

君

ま

せ

。
」

と

言

っ

て

、

馬

を

急

が

せ

て

い

く

い

は

あ

の

松

原

へ

い

ら

せ

給

へ

。

兼

平

は

う
ち
に
、
ま
た
、
新
手
の
武
者
が
五
十
騎
ほ

此
敵
ふ
せ
ぎ

候

は
ん
」
と
申
し
け
れ
ば
、

ど

出

て

き

た

。
「

殿

は

あ

の

松

原

に

お

入

り

こ
の
か
た
き

さ
う
ら
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木

曾

殿

宣

ひ

け

る

は

、
「

義

仲

都

に

て

い

く
だ
さ
い
。
兼
平
は
こ
の
敵
を
防
ぎ
ま
し
ょ

き

そ

ど

の

の
た
ま

か
に
も
な
る
べ
か
り
つ
る
が
、
こ
れ
ま
で

う
」
と
申
し
た
と
こ
ろ
、
木
曾
殿
が
言
わ
れ

の

が

れ

く

る

は

、

汝

と

一

所

で

死

な

ん

る

に

は

、
「

義

仲

は

都

で

最

後

の

合

戦

を

す

な
ん
ぢ

い

つ

し

よ

と

思

ふ

為

な

り

。

所

々

で

う

た

れ

ん

よ

る
べ
き
だ
っ
た
の
が
、
こ
こ
ま
で
逃
げ
て
来

た

め

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

り
も
、
一
所
で
こ
そ
打
死
を
も
せ
め
」
と

た
の
は
、
お
前
と
同
じ
と
こ
ろ
で
死
の
う
と

ひ
と
と
こ
ろ

う

ち

じ

に

て
、
馬
の
鼻
を
な
ら
べ
て
か
け
む
と
し
給

思
う
た
め
で
あ
る
。
別
々
の
と
こ
ろ
で
討
た

へ
ば
、
今
井
四
郎
馬
よ
り
と
び
お
り
、
主

れ
る
よ
り
も
同
じ
所
で
討
死
に
も
し
よ
う
」

い

ま

い

の

し

ろ

う

の
馬
の
口
に
と
り
つ
い
て
申
し
け
る
は
、

と
言
っ
て
、
馬
の
口
を
並
べ
て
駆
け
よ
う
と

「
弓
矢
と
り
は
年
来
日
来
い
か
な
る
高
名

な
さ
る
と
、
今
井
四
郎
は
馬
か
ら
飛
び
降
り
、

と

し

ご

ろ

ひ

ご

ろ

か
う
み
や
う

候

へ
ど
も
、
最
後
の
時
不
覚
し
つ
れ
ば
、

主
君
の
馬
の
口
に
と
り
つ
い
て
申
す
に
は
、

さ
う
ら

ふ

か

く

な

が

き

疵

に

て

候

な

り

。

御

身

は

つ

か

「
弓
矢
取
り
は
常
日
頃
、
ど
ん
な
功
名
が
あ

き

ず

さ
う
ら
う

お

ん

み

れ

さ

せ

給

ひ

て

候

。

つ

づ

く

勢

は

候

は

り
ま
し
て
も
、
最
期
の
時
に
不
覚
を
す
る
と
、

さ
う
ら
う

せ

い

さ
う
ら

ず

。

敵

に

お

し

へ

だ

て

ら

れ

、

い

ふ

か

長
い
間
の
疵
と
な
る
も
の
で
す
。
お
体
は
お

か
た
き

ひ
な
き
人
の
郎
等
に
く
み
お
と
さ
れ
さ
せ

疲
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
に
続
く
味
方

ら

う

ど

う

給

ひ

て

、

う

た

れ

さ

せ

給

ひ

な

ば

、
『

さ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
敵
に
間
を
押
し
隔
て
ら
れ
、

ば
か
り
日
本
国
に
き
こ
え
さ
せ
給
ひ
つ
る

つ
ま
ら
ぬ
人
の
家
来
に
組
み
落
と
さ
れ
て
、

に

つ

ぽ

ん

ご

く

木
曾
殿
を
ば
、
そ
れ
が
し
の
郎
等
の
う
ち

お

討

た

れ

に

な

っ

た

ら

、
『

あ

れ

ほ

ど

日

本

奉

ッ

た

る

』

な

ン

ど

と

申

さ

ん

事

こ

そ

国
に
そ
の
名
が
聞
こ
え
て
お
ら
れ
た
木
曾
殿

た
て
ま

口

惜

し

う

候

へ

。

た

だ

あ

の

松

原

へ

い

を
、
誰
そ
れ
の
家
来
が
お
討
ち
申
し
た
』
な

く

ち

お

さ
う
ら

ら
せ
給
へ
」
と
申
し
け
れ
ば
、
木
曾
、
「
さ

ど
と
人
が
申
す
の
が
残
念
で
す
。
た
だ
、
あ

ら
ば
」
と
て
、
粟
津
の
松
原
へ
ぞ
か
け
給

の

松

原

に

お

入

り

く

だ

さ

い

。
」

と

申

し

た

ふ
。

の

で

、

木

曾

は

、
「

そ

れ

な

ら

ば

」

と

言

っ

て
、
粟
津
の
松
原
へ
馬
を
走
ら
せ
て
行
か
れ

（
『
平
家
物
語
』
巻
第
九
「
木
曾
最
期
」
よ
り
）

る
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

古
文
２

内
容
を
理
解
す
る

号

名

組

番

氏

１

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
平
成
十
六
年

宮
城
県
公
立
高
校
入
試
問
題
】

今
日

は
、
そ

の
事

を
な
さ

ん
と

思
へ
ど
、
①

あ
ら
ぬ
急

ぎ
先
づ
出
で
来
て

、
ま
ぎ
れ

ま

い

暮
ら
し
、
待
つ
人
は
障
り
有
り
て
、
②

頼
め
ぬ
人
は
来
た
り
、
頼
み
た
る
方
の
こ
と
は
違

さ
は

か
た

た
が

ひ
て
、
思
ひ
よ
ら
ぬ
道
ば
か
り
か
な
ひ
ぬ
。
わ
づ
ら
は
し
か
り
つ
る
事
は
こ
と
な
く
て
、

や
す
か
る
べ
き
事
は
い
と
心
苦
し
。
日
々
に
過
ぎ
行
く
さ
ま
、
か
ね
て
思
ひ
つ
る
に
は

似
ず
。
一
年
の
中
に
も
か
く
の
如
し
。
③

一
生
の
間
も
又
し
か
な
り
。

ひ

と

と

せ

う
ち

ご
と

（
「
徒
然
草
」
に
よ
る
）

①

右
の

文
章
中

に
「
①

あ
ら

ぬ
急
ぎ

」
と
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
意
味
と

し
て
、
最

も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

思
い
が
け
な
い
急
用

イ

次
々
と
生
じ
る
急
用

ウ

憂
う
つ
に
な
る
急
用

エ

と
て
も
大
切
な
急
用

②

右
の
文

章
中

に
「
②

頼
め

ぬ
人
」
と

あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
と
反
対
の
意

味
を
表

し
て
い
る
言
葉
を
、
文
章
中
か
ら
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

③

右
の
文
章
中
に
「
③

一
生
の
間
も
又
し
か
な
り
。
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容

を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

人
生
で
は
、
以
前
か
ら
願
っ
て
い
た
こ
と
が
、
な
に
げ
な
い
き
っ

か
け
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

イ

人
生
で
は
、
自
分
が
考
え
て
い
る
の
と
は
違
っ
た
形
で
、
物
事

が
進
行
し
て
し
ま
い
が
ち
な
も
の
で
あ
る
。

ウ

人
生
で
は
、
簡
単
に
思
え
る
物
事
が
、
面
倒
で
や
っ
か
い
な
事

態
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
も
の
で
あ
る
。

エ

人
生
で
は
、
幸
運
と
災
い
と
が
常
に
互
い
違
い
に
現
れ
、
人
々

を
一
喜
一
憂
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
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二
年

ス
テ
ッ
プ
１

漢
文
２

内
容
を
理
解
す
る

号

名

組

番

氏

１

次

の

漢

文
の

書

き

下

し
文

と

そ

の

現

代
語

訳

を
読

ん

で
、

問
い

に
答

え

な

さ
い
。

①

子
曰
わ
く
、
譬
え
ば
山
を
為
る
が
如
し
。
未
だ
一
簣
を
成
さ
ざ
る
も
、
②

止
む
は
吾

た
と

つ
く

い
ま

い
つ

き

な

や

わ

が
止
む
也
。
譬
え
ば
地
を

平

か
に
す
る
が

。
一
簣
を
覆
う
と

雖

も
、
進
む
は
吾

や

な
り

た
と

た
い
ら

い
つ

き

お
お

い
え
ど

わ

が
往
く
也
。

ゆ

な
り

【
現
代
語
訳
】

孔

子
が
言
う
に
は

、
「
た
と
え
ば
山
を
作
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま

だ
一
も
っ
こ

も
積
み
上
げ
て
は
い
な
い
と
こ
ろ
で
止
め
て
し
ま
う
の
も

、
（
そ
れ
を
）
止
め
た
（
あ

き
ら
め
た
）
の
は
自
分
が
止
め
た
（
あ
き
ら
め
た
）
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
土
地
を
な

ら
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る

。
（
そ
の
完
成
ま
で
は
ほ
ど
遠
く
）
は
じ
め
の
一
も
っ
こ
を

あ
け
た
だ
け
だ
と
し
て
も
、
そ
の
進
歩
は
自
分
が
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
」

※
も
っ
こ
…
な
わ
を
網
状
に
編
ん
で
、
土
な
ど
を
運
ぶ
道
具
。

①

①

子

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
誰
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

②

漢
文
中
の

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
文
中
か
ら
探
し
て
、

二
字
で
答
え
な
さ
い
。

③

②

止
む
は
吾
が
止
む
也

の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

や

わ

や

な
り

1 9



④

こ
の
文
章
で
は
自
分
の
行
動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
か
。
次
の
中
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

止
め
る
の
も
進
む
の
も
自
分
の
勝
手
で
あ
る
か
ら
、
他
人
が
と
や
か
く
言
う
こ

と
で
は
な
い
。

イ

止
め
る
の
も
進
む
の
も
自
分
の
責
任
で
あ
り
、
人
ご
と
で
は
な
い
。

ウ

止
め
る
に
し
て
も
進
む
に
し
て
も
、
周
囲
の
手
助
け
が
あ
っ
た
方
が
よ
い
。



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

漢
文
２

内
容
を
理
解
す
る

号

名

組

番

氏

１

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
平
成
十
五
年

宮
城
県
公
立
高
校
入
試
問
題
】

宋

人
に
、

其
の
苗

の
長

ぜ
ざ
る

を
閔
ひ
て

、
①

之
を

ぬ
く
者
有
り
。
芒

芒
然
と
し
て

そ

う

ひ

と

そ

う
れ

こ
れ

ぼ

う

ぼ

う

ぜ

ん

帰
り
、
其
の
人
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
今
日
は
病
れ
た
り
。
苗
を
助
け
て
長
ぜ
し
む
と
。

い

い

つ
か

②

其
の
子
趨
り
て
往
き
て
之
を
視
れ
ば
、
苗
は

則

ち
槁
れ
た
り
。

は
し

ゆ

み

す
な
は

か

（
「
孟
子
」
に
よ
る
）

も
う

し

※
閔
ひ
て
…
心
配
し
て
。

之
を
ぬ
く
…
苗
の
し
ん
を
引
き
の
ば
す

う
れ

こ
れ

芒
芒
然
と
し
て
…
疲
れ
き
っ
て

ぼ
う
ぼ
う
ぜ
ん

①

右
の
文
章
中
か
ら
、
「
①

之
を
ぬ
く
者
」
の
発
言
に
あ
た
る
箇
所
を
抜
き
出
し
、

こ
れ

は
じ
め
と
終
わ
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
三
字
で
書
き
な
さ
い
。
（
句
読
点
を
含
む
。
）

～

②

右
の

文
章
中

に
「
②

其
の

子
趨
り

て
往
き
て
」
と

あ
り
ま
す
が
、
こ

の
と
き
の

は
し

ゆ

「
其
の
子
」
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ

か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

歓
喜

イ

不
安

ウ

興
味

エ

落
胆

③

右
の
文
章
か
ら
、
「
助
長
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
「
助
長
」
の
意
味

と
し
て
、
本
文
の
内
容
に
最
も
近
い
も
の
を
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

ア

あ
る
物
事
の
勢
い
を
回
復
し
よ
う
と
、
手
助
け
を
し
て
よ
く
す
る
こ
と
。

イ

あ
る
物
事
の
発
達
を
促
す
た
め
に
、
家
族
の
者
が
手
助
け
を
す
る
こ
と
。

ウ

あ
る
物
事
の
成
長
を
速
め
よ
う
と
し
て
、
力
を
添
え
だ
め
に
す
る
こ
と
。

エ

あ
る
物
事
の
達
成
を
め
ざ
し
て
、
若
者
が
年
長
者
に
助
言
を
す
る
こ
と
。
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二
年

ス
テ
ッ
プ
１

文
法
の
ま
と
め

助
動
詞
の
意
味
・
用
法

号

名

組

番

氏

次
の
「
助
動
詞
の
活
用
表
」
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
活
用
語
尾
を
書
き
、
表
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

型

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

仮
定
形

命
令
形

用

基
本
形

ナ
イ

マ
ス

言
い
切
る

ト
キ

バ

命
令
で

意

味

活

ウ

ヨ
ウ

タ

テ

ト

カ
ラ

コ
ト

ノ

言
い
切
る

れ
る

受
身

自
発

ら
れ
る

可
能

型

尊
敬

詞

せ
る

動

使
役

さ
せ
る

た
が
る

希
望

な
い

打
消

型詞容

ら
し
い

推
定

形

た
い

希
望

推
定

よ
う
だ

た
と
え

型詞動

そ
う
だ

様
態

容形

そ
う
だ

伝
聞

だ

断
定

で
す

丁
寧
な
断
定

形

ま
す

丁
寧

用活

過
去

殊

た

完
了

特

存
続

ぬ
（
ん
）

打
消

形

う

意
志

変

よ
う

推
量

不

だ
ろ
う

推
量

形

ま
い

打
消
の
意
志

語

打
消
の
推
量
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二
年

ス
テ
ッ
プ
２

文
法
の
ま
と
め

助
動
詞
の
意
味
・
用
法

号

名

組

番

氏

１

次
の
①
～
⑧
の

線
部
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
、
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び

〔

〕
に
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

①

妻
は
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
つ
づ
け
て
い
ま
し
た
。

ア

春
は
ゆ
っ
く
り
と
南
風
に
運
ば
れ
て
き
ま
す
。

イ

先
生
は
に
っ
こ
り
と
笑
わ
れ
ま
し
た
。

ウ

自
分
の
失
敗
が
た
い
へ
ん
悔
や
ま
れ
ま
す
。

エ

私
は
う
れ
し
く
て
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

[
]

②

海
の
汚
染
が
進
む
と
、
自
然
の
恵
み
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ア

先
生
が
家
庭
訪
問
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

イ

私
は
好
き
嫌
い
が
な
い
の
で
、
何
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

ウ

仕
事
を
手
伝
っ
て
、
父
に
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
。

エ

秋
の
気
配
が
な
ん
と
な
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

[
]

③

こ
ち
ら
の
作
戦
を
よ
ま
れ
た
。

ア

和
解
の
交
渉
は
こ
じ
れ
た
。

イ

と
て
も
楽
観
的
な
気
分
に
は
な
れ
な
い
。

ウ

お
と
り
に
意
識
が
縛
ら
れ
た
の
だ
。

エ

話
合
い
の
申
し
入
れ
は
な
い
。

[
]

④

な
ん
だ
か
ん
だ
と
争
い
が
絶
え
な
い
。

ア

話
を
聞
く
必
要
は
な
い
。

イ

今
日
は
忙
し
く
な
い
。

ウ

宇
宙
は
果
て
し
な
い
。

エ

明
日
は
雨
が
降
ら
な
い
。

[
]
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⑤

霧
の
中
に
浮
か
ぶ
ヨ
ッ
ト
の
よ
う
に
ぼ
ん
や
り
と
輪
郭
を
失
っ
て
い
た
。

ア

早
く
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

イ

毎
日
必
ず
泳
ぐ
よ
う
に
す
る
。

ウ

ど
う
か
泳
ぎ
が
上
達
し
ま
す
よ
う
に
。

エ

水
面
を
滑
る
よ
う
に
泳
い
だ
。

[
]

⑥

卒
業
生
は
み
ん
な
幸
福
そ
う
だ
っ
た
。

ア

彼
は
外
国
に
留
学
す
る
そ
う
だ
。

イ

友
達
は
み
ん
な
泣
き
そ
う
だ
。

ウ

そ
う
だ
、
写
真
を
撮
ろ
う
。

エ

明
日
は
、
雨
に
な
る
そ
う
だ
。

[
]

⑦

雪
の
降
る
朝
は
静
か
だ
。

ア

も
う
す
っ
か
り
春
だ
。

イ

旅
行
の
準
備
が
済
ん
だ
。

ウ

明
日
の
夜
は
晴
れ
そ
う
だ
。

エ

彼
は
い
つ
で
も
さ
わ
や
か
だ
。

[
]

⑧

母
親
か
だ
れ
か
か
ら
も
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ア

急
い
で
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

イ

今
頃
、
さ
ぞ
つ
ら
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ウ

ぼ
く
ら
も
一
緒
に
行
こ
う
と
決
心
し
た
。

エ

さ
ぁ
行
こ
う
、
元
気
だ
し
て
。

[
]



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

１

「
私
た
ち
は
、
遊
び
の
中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
遊
び
の
中
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
次
の
〈
注
意
〉
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

〈
注
意
〉

１

文
章
は
二
段
落
構
成
と
す
る
。
前
の
段
落
に
は
、
あ
な
た
が
「
遊
び
の
中
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
書
く
こ
と
。
段
落
に
は
、「
そ
の
学
ん
だ
こ
と
が
、
他
の
場
面
で
ど
の
よ

う
に
生
か
さ
れ
た
か
」
に
つ
い
て
書
く
こ
と
。

２

題
名
と
氏
名
は
書
か
ず
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
し
た
が
い
、
九
行
（
注
・
一
行

二
十
字
詰
め
）
で
書
く
こ
と
。

組

21

構
成
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う

番 号

氏 名



二
年

ス
テ
ッ
プ
２

文
章
の
推
敲

号

名

組

番

氏

１

町
田
さ
ん
は
、
六
年
生
の
一
年
間
の
目
標
を
作
文
に
ま
と
め
る
た
め
に
下
書
き
を
し
ま
し
た
。
読
み
返

し
て
み
る
と
、
書
き
直
し
た
方
が
よ
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
書
き
直
し
た
方
が
よ

い
と
思
っ
た
理
由
と
、
ど
の
よ
う
に
書
き
直
し
た
方
が
よ
い
か
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い

も
の
を
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

※
文
の
は
じ
め
に
あ
る
数
字
は
、
そ
の
文
の
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

【
書
き
直
し
た
方
が
よ
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
】

①
わ
た
し
は
、
六
年
生
と
し
て
学
校
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
仕
事
や
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
も

う
と
思
っ
た
。
②
し
か
し
、
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
よ
い
の
か
な
や
ん
で
し
ま
っ
た
。

③
そ
こ
で
、
先
生
に
相
談
す
る
と
、

「
あ
な
た
の
好
き
な
こ
と
が
、
学
校
の
た
め
に
つ
な
が
る
と
よ
い
で
す
ね
。
」

と
、
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
花
が
好
き
な
と
こ
ろ
を
生
か
せ
ば
よ
い
と
気
づ
い
た
の
で
、
花
い
っ

ぱ
い
の
き
れ
い
な
学
校
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。

１

②
の
文
に
は
、
「
だ
れ
が
」
と
い
う
主
語
が
抜
け
て
い
る
か
ら
、
主
語
と
な
る
「
先
生
」
を
書
き

足
し
た
方
が
よ
い
。

２

③
の
文
は
、
「
～
の
で
」
が
続
い
て
長
く
な
り
、
分
か
り
に
く
い
か
ら
、
一
文
を
分
け
て
書
い
た

方
が
よ
い
。

３

③
の
文
の
「

」
の
部
分
は
、
先
生
が
話
し
た
言
葉
だ
か
ら
、
〔
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
〕
ま
で
、

「

」
に
入
れ
た
方
が
よ
い
。

４

①
か
ら
③
ま
で
の
文
は
、
述
語
が
「
～
し
た
」
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
「
で
す
」
や
「
ま
す
」
も

使
っ
た
方
が
よ
い
。

答解

2 1



二
年

ス
テ
ッ
プ
１

計
画
的
な
話
し
合
い
／
小
見
出
し
を
書
く

号

名

組

番

氏

１

次
は
、
谷
川
さ
ん
の
学
級
で
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
会
で
行
う
劇
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

様
子
の
一
部
で
す
。
傍
線
部

は
、
司
会
者
の
進
め
方
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
良
い
か
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】

～
（
劇
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
）
～

谷
川

は
い
。
ぼ
く
た
ち
の
町
に
伝
わ
る
昔
話
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
町
に
伝
わ
る
昔
話
な
ら
、

地
域
の
み
な
さ
ん
も
ぼ
く
た
ち
も
楽
し
め
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

～
（
同
じ
よ
う
な
意
見
が
続
く
）
～

花
田

わ
た
し
は
、
登
場
人
物
の
多
い
話
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
登
場
し
て
、
地
域

の
み
な
さ
ん
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

～
（
同
じ
よ
う
な
意
見
が
続
く
）
～

司
会

今
、
出
さ
れ
て
い
る
案
は
、
「
町
に
伝
わ
る
昔
話
」
と
「
登
場
人
物
の
多
い
話
」
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
（
し
ば
ら
く
時
間
を
お
く
）
な
け
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の

案
の
ど
ち
ら
に
も
合
う
題
材
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
い
を
進
め
て
も
い
い
で

す
か
。

全
員

い
い
で
す
。

～
（
話
し
合
い
が
続
く
）
～

進
め
方
の
良
さ
の
説
明

2 2



２

宮
川
さ
ん
は
、
他
の
学
校
の
人
た
ち
に
、
自
分
た
ち
の
学
校
を
紹
介
す
る
文
章
を
書
き
ま
し
た
。
ア
・

イ
の
小
見
出
し
の
よ
う
に
、
ウ
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
小
見
出
し
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

菜の花小学校の紹介

ア 学校ができた年

菜の花小学校は、平成１０年４月に開校しました。

創立１０周年を迎えた学校です。

イ 学校の児童数

菜の花小学校の児童数は、３７０人です。児童数は毎年少しずつ増え

ています。

年 度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度

人数（人） ３５８ ３６３ ３７０

ウ （ ）

学校ができるときに、地域の人から学校名を募集したところ、いろい

ろな名前が集まりました。話し合いの結果、学校名は、「菜の花小学校」

に決まりました。春になると、学校の周りは、菜の花で黄色いじゅうた

んをしきつめたようになるからです。


